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第 84号 発行　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部広報委員会

建学の精神
「神を敬し、人を愛する」
八戸学院大学・八戸学院大学短期
大学部は、カトリック精神に則る
道徳教育を施し、高潔なる人格の
完成を期し、現代社会が要請する
有為の人材を育成することを建学
の精神とする。

八 戸 学 院 大 学
八戸学院大学短期大学部学報

夢の舞台
東京ドームのマウンドへ

介護は無限の可能性
未来を創造する

福祉スペシャリストに

　2018年度ビジネス学部卒業の髙橋優貴選手が、2018年10
月25日に行われたプロ野球新人選手選択会議（通称：ドラ
フト会議）で、読売ジャイアンツから 1位指名を受けまし
た。髙橋選手はひたちなか市出身、東海大学菅生高校出身。
以下、髙橋選手のコメントを紹介します。
　今年からプロ野球選手として、いつもとは違うスタート
を切ります。これまで学生で野球をしていましたが、これ
からは野球というスポーツが職業になります。
　まずは、当たり前ですが、野球選手は体が命の為怪我を
しないカラダ作りをしていきたいと思っています。長くプ
ロ野球選手でいるためには、怪我をせずにプレーをするこ
とが第一条件だと思うのでカラダ作りを一番に行っていき
たいと考えています。また、早く 1軍に上がって東京ドー
ムのマウンドに立つことです。ジャイアンツの本拠地であ
る東京ドームのマウンドに早く上がって活躍する姿を見せ
たいと思います。
　こうやってジャイアンツのユニフォームに袖を通すこと
が出来たのも自分だけの力では叶わなかったことだと思い
ます。いろんな人がいて協力してくれたと思うので、感謝
の気持ちを忘れずに、また感謝の気持ちを力に変えて恩返
しできるように頑張りたいと思います。

　また、人間としても成長したいと思っ
ているので社会人の一員としてマナーや
態度、姿勢などにも気を配って人に見ら
れていると思って行動していきたいと思
います。八戸学院大学の代表として 1年
間活躍できるようにしたいと思います。
　 4年間大学では沢山の方々にお世話に
なりました。これからもご声援を宜しく
お願いいたします。

　2019年 4月に開設した介護福祉学科は、「介護」を必要
とする方々への支援を担う国家資格専門職である、「介護
福祉士」を養成します。
　介護の仕事は、超高齢社会と言われるわが国においては、
これから益々重要度が高まっていく分野であり、専門的知
識や高度な技能、高い教養、確かな実践力を兼ね備えた人
材が求められています。
　介護福祉学科では、このような「介護福祉のスペシャリ
スト」を養成すために、教養科目を重視するとともに、医
療などの関連分野を含めた介護福祉についての総合的な学
修を深めます。また、介護施設や障がい者施設での実習を
通じて確かな実践力を培います。
　介護を担う人材の養成は、重要な地域課題です。多くの
若者に介護福祉を学ぶ場を提供し、地域の未来を作る取組
を進めていきます。

2019 年 4月 1日
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「地域との共生」−地域経営学部の活動紹介−
①原発避難者・帰還者のコミュニティに関する研究
　地域経営学部・齊藤綾美准教授は、2016～2018年度にか
けて科学研究費基盤研究（Ｂ）「分化・複層化する原発事
故避難者ネットワーク／コミュニティの類型と変容に関す
る研究」（代表：東北大学松本行真准教授）の研究分担者
として、福島県双葉郡楢葉町および双葉町の住民活動に関
する研究を開始した。
　さらに、齊藤准教授は2018年度に科学研究費基盤（Ｃ）
「原発避難者・帰還者の動態と「共同性」の模索に関する
研究」の研究代表者となり、双葉町・楢葉町での調査・研
究活動を行っている。
　両町は東京電力福島第一原子力発電所事故により、2011
年 3月に全町避難をした。楢葉町では避難指示が解除され、
双葉町では全町避難が続いている。状況は異なるものの、
いずれの町も、いかにコミュニティや「共同性」を維持す
るのかに苦労している。かかし、和布細工、布ぞうり、だ
るまなどを制作するボランタリー・アソシエーションや、
和太鼓サークル関係者、それらを支援する横浜のNPO、
関東の避難者団体、両町の行政区長、広域自治会などを対
象としたヒアリング活動を広く行っている。

②太子食品工業株式会社と連携したマーケティング支援事業
　地域経営学部・堤静子准教授は、人口問題、少子化をキー
ワードとした実証分析の他、人口減少社会における持続的
可能な地域社会、地域活性化、地域経営をテーマに研究活
動を行っている。自分たちの地域に誇りを持ち、地域全体
を学びのフィールドとすることをモットーとし、研究演習
でも積極的に地域と向き合っている。
　今年度は、地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
（COC+）の雇用創出連携プロジェクト・アグリ関連産業
プロジェクトの 1つとして、太子食品工業株式会社と連携
した「アグリ関連商品の総合的マーケティング支援事業」
を提案し、太子食品工業株式会社の既存製品、またはその
原料となる大豆を使った新商品のアイディアを出し合う学
生による「新商品開発会議」や新商品の健康飲料をテーマ
とした「新商品の販売促進会議」をワークショップ形式で
開催した。
　「新商品開発会議」では52名の学生が“健康”をキーワー
ドとした新商品の企画案についてグループディスカッショ

ンを行い、様々な新商品のアイディアが発表された。太子
食品工業株式会社からは「学生からは業界の常識にとらわ
れない自由な発想がたくさん見られ、実際に商品化できそ
うな案もあった。今後もこのような取組みを進めたい」と
のコメントを得た。

③地域資源を活かしたサイクル・ツーリズムの研究
　地域経営学部・松井克明講師は地方財政と地域活性化
をテーマに研究をしている。スポーツ、文化、教育が地
域活性化の重要な要素になると考え、自転車競技が活発
な八戸・階上エリアにおいて、地域資源を活かしたサイ
クル・ツーリズム（自転車愛好家の旅行）の可能性を検
討している。その一環として、八戸・階上エリアの観光
資源、サイクル・ツーリズムの整備につなげようと自転
車オリエンテーリング大会「シクログはしかみ」を開催
した。なお、本調査研究は八戸学院大学特別研究費を受
けている。
　イベント参加者は、あらかじめ得点を設定した多くの
スポットを任意に選び、スマートフォンで撮影し、SNSに
投稿することで得点が得られるしくみ。ゲーム感覚でエ
リアの観光名所を回ることができ、SNS上でのクチコミ効
果も見込める。さらに、イベントで得られた位置情報な
どをもとに参加者の行動を分析し、今後の研究に活かす
計画。大会は青森県自転車組合八戸支部、八戸学院大学
自転車競技部等の協力を得て開催され、階上町主催のサ
イクルイベント「Enjoy！サイクリング」とも連携した。
　今後はエリアを拡大したイベントを開催し、多くの消
費行動情報やサイクリングに適したコース情報を集める
予定である。階上町の寺下観音から始まる「糠部（ぬか
のぶ）三十三観音霊場めぐり」を、御朱印スマートフォ
ンアプリで行うイベントも計画している。

（ビジネス学部長　大沢　　泉）

楢葉町「かかしチーム」の活動
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平成30年度　健康医療学部の活動紹介

　人間健康学科と看護学科の 2学科体制となって 3年目を
迎えた健康医療学部では、今年度もそれぞれの教育体制に
則って着実に基礎教育・専門教育が展開された。また、健
康調査、公開講座等の両学科共同での地域と連携した活動
が継続されるとともに、学科独自の教育研究活動も積極的
に実施されてきている。その中で主なものを紹介する。

①平成30年度地域医療セミナーの開催
　今年度で10年目の節目を迎えた地域医療セミナーは、健
康・医療に関するタイムリーな話題を選定し、両学科学生
の特別講義として、また教職員や地域住民・高校生への公
開講義として毎年実施している。今年度は、乳がん診療の
第一人者である聖マリアンナ医科大学附属研究所ブレスト
&イメージング先端医療センター附属クリニック院長の福
田 護氏を招聘して、「乳がんの正しい知識を学ぼう～検診、
診療、ピンクリボン活動～」のテーマで平成30年11月 8日
㈭に大学会館520教室にて開催された。マスコミ報道等で
も注目を浴びた乳がんについて、その検査法、治療法、お
よび啓蒙活動を非常に分かりやすく解説いただき、学生か
らの質問に対しても丁寧に回答いただいた。国民の 2人に
1人ががんに罹患する現代社会において、検診を受けるこ
との意義やがん診療に関する正確な情報を得ることの重要
性について確認する契機となる大変貴重なセミナーとなっ
た。　　　　　　　　（健康医療学部学部長　遠藤　守人）

②はしかみ臥牛山まつりでの健康ウォーキング
　平成30年 6月 2日㈯に第20回はしかみ臥牛山まつりが
開催されました。昨年に引き続き、当該イベントの一環と
して八戸学院大学による健康ウォーキングが実施されまし
た。当日は 5人の地域の方々が参加され、森の交流館から
しるし平まで、約 1時間のウォーキングが行われました。
人間健康学科の教員 4人と熊谷ゼミを中心とした学生17
人が、出発前と到着後に血圧測定や唾液アミラーゼ活性測
定をし、豊かな自然の中でのウォーキングが心身の健康に
影響を及ぼす検証を行いました。平成24年より続く種差海
岸の遊歩道でのウォーキングとともに、階上岳の登山道で
の森林浴や運動による効果測定も地域貢献として定着して
います。

③三八五流通での健康調査
　平成30年 7月19日㈭に三八五流通株式会社（本社）にお
いて、三八五グループ企業の従業員117人を対象に第 1回

の健康調査が実施されま
した。これは平成28年 4
月に大学と三八五流通と
の間で、健康に関する連
携協力協定が締結された
ことによる活動であり、
大学が調査研究を通じて
民間企業の従業員の健康
増進に寄与するものと
なっています。当日は人
間健康学科研究ゼミ（工
藤ゼミ、渡邉ゼミ）の学生 6人が体組成、骨密度、握力、
10m歩行速度、長座体前屈について測定を行い、また看護
学科と人間健康学科の教員 5名と学生 2名が測定結果の説
明などを行いました。このほか50人の方々には活動量計を
1か月間装着してもらうなど本格的な健康調査となってい
ます。調査結果は、11月14日に工藤講師によって三八五流
通社員に対して報告されました。さらに 3月15日㈮には第
2回の健康調査が実施されました。第 1回と第 2回の調査
結果は、報告書として提出されることとなっています。

（健康医療学部人間健康学科長　瀧澤　　透）

④看護学科の専門領域の臨地実習始まる
　看護学科は学年進行 3学年次を迎え、文部科学省認可の
教育課程に基づいて順調に教育活動が進められている。『解
剖生理学』、『病態学』、『各専門領域の看護学』などの座学
による専門教育科目の大きなハードルを乗り越え、H30年
秋学期 9月から各専門看護領域の本格的な臨地実習が始
まった。臨地実習の目的は、「実践活動の場での課題発見、
解決を通して、各専門領域における適切な看護実践を行う
ために必要とされる専門的知識および技術の統合を図るこ
とによる基礎的能力を高めることである」としている。こ
れは看護を学ぶ初学者には大変高い目標と言ってよいであ
ろう。しかし、現在の医療現場の厳しさを考えると、患者
の安全と安楽の守り手である看護師に期待される実践能力
は高くならざるを得ない。 3年生は、 1年次の基礎看護学
実習Ⅰ、 2年次の基礎看護学実習Ⅱを修了し、10の専門領
域の看護学実習に突入した。看護師課程の学生は来年（平
成31年） 7月まで、保健師課程の学生は10月まで断続的に
臨地実習が続く。寒い時期の実習もあり、交通事故の防止
と十分な健康管理が必要である。学生たちがんばれ‼

（健康医療学部看護学科長　蛭田　由美）
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平成30年度　八戸学院大学短期大学部の活動紹介

幼児保育学科

◎学生の主体性を重んじ、理論と実践の融合を図る幼児
保育学科では、講義や実習指導、ゼミナール活動などの
授業を通し、主体性を重んじた汎用性のある学びに力を
入れると同時に、理論と実践の融合を図る保育者養成に
おける質向上の指導を展開している。そして、教養科目、 
専門科目の他に、ピアノ技術技能の習得、造形的な制作、
身体的活動等による指導など、「音・美・体」が柱になっ
て活動する学科行事やゼミナール活動等、教員と学生が
一体となり取り組んでいる。その中でも、砂浜彫刻、 八戸
七夕祭り（流し踊り、 吹き流し制作） 、八戸市こどもフェ 
スタでのオペレッタ発表等、幼児保育学科の特性を生か
した活動は、意欲的な取り組みがなされ、その成果が示
されている。 また、新たな取り組みとして「実習担当者
連絡会議」を開催し、実習園の先生方と本学教員間での
指導方針や内容等に関して、共通認識を図ることができ、
大変意義のある会議となった。 

（短期大学部幼児保育学科長　附田勢津子）

◎主たる行事の紹介

○砂浜彫刻
○八戸小唄流し踊り（八戸七夕祭り）
○オペレッタ（八戸市こどもフェスタ）

ライフデザイン学科

◎最後の「ゼミナール発表会」

　平成31年 2月14日ライフデザイン学科最後の「ゼミナー
ル発表会」を八戸プラザホテルで開催した。法官学長にも
ご出席頂き、学科の特色を体現した素晴らしい発表で有終
の美を飾ることができた。以下がその内容（タイトル）で
ある。
　「ブックスタートの取り組みについて」　　三浦ゼミ、
　「食用菊『阿房宮』の販路拡大に関する提案研究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保ゼミ、
　「子ども食堂への取り組みについて」　　　佐藤ゼミ、
　「メディア活用の研究～360°動画と空撮による広報ビデ
　　オの制作～」　　　　　　　　　　　　　馬場ゼミ、
　「地域活性化のための調査研究活動」　　　堤ゼミ。
　最優秀賞には、三浦ゼミの「ブックスタートの取り組み
について」が選ばれた。

（短期大学部ライフデザイン学科長　茂木　典子）
砂浜彫刻

オペレッタ（八戸市こどもフェスタ）

八戸小唄流し踊り（八戸七夕祭り）
ライフデザイン学科ゼミナール発表会

（平成31年 2 月14日　八戸プラザホテル）
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　　　　　　八戸学院大学　　　　　　　
平成29年度　学位記授与式　式辞

　今日、この佳き日に、八戸学院大学を卒業される学生諸君、
卒業おめでとうございます。そして皆さんを溢れる愛情とと
もに支えられ、この巣立ちの日を待ちわびていたご家族の皆
様に心からお祝いを申し上げます。また、ご来賓の皆様には、
ご多用のところご臨席賜り誠に有り難うございます。
　今日は、明日から社会に飛び出す皆さんへ直接メッセージ
を伝えることができる最後の機会ですので、授業では習わな
かったであろう大切なことをお話しします。皆さんは、必死
の思いでそれぞれの学問に取り組みました。その注いだ情熱
や自信、教員や友人との絆は、これからの皆さんの生きる力
の礎になるとしても、残念ながら得られた知識は、これから
の実社会ではほとんど役に立ちません。日々新しい情報が、
過去の情報、知識を上書し、全てを更新していくからです。
時には皆さんが習得した事実も過去のものとして否定されて
しまいます。ですから新しい事を学び続けることをやめた途
端に、皆さんの現在の価値はあっという間に劣化していきま
す。この約20年の世界の変化は、恐ろしいほど激しいもので
した。しかし、皆さんはまだその本質に気づいていません。
皆さんはこの日本とともに、進歩成長したと思っているでしょ
うが、実はこの20年間、日本のGDP成長率はわずか2％、ほ
とんど成長していません。その間、アメリカは2.5倍に成長し、
日本を追い抜いた中国はなんと18倍に成長しました。やがて
日本はインドにも抜かれます。そうです、日本は過去に囚わ
れて変化を拒み、イノベーションを起こせなかった結果、成
長が止まってしまい、高速道路で急ブレーキを踏んだかのよ
うに、あっという間に他の国に置いていかれました。中国の
街の屋台ではすでにスマホ決済が主流となり、街角では警察
官が顔認証メガネをかけて犯罪者を探しています。来年から
アメリカではハンドルの無い車が量産されます。ドバイには
ドローン型の空飛ぶタクシーが現れました。残念ながら世界
の大きなうねりやビジネスゲームのルール変更は、もはや東
京などの首都圏でもなく日本の外で起きています。日本の心
地良さが、さらに私たちに海外の変化を覆い隠しています。
皆さんが、地域を愛し地元に留まるのは大いに結構なことで
すが、機会があったら一度で良いからこの地を離れ、世界の
荒波に揉まれ、そしてうみねこのように舞い戻って来てほし
いと思います。人間は変化という言葉で分類できます。変化
を起こす人、変化に適応できる人、変化を拒む人。断言します。
変化を拒む人は、今後の人生100年時代で生き残ることは不
可能でしょう。均質の生き方を大量生産した日本型教育で固
められて来た社会や、日本の社会保障制度が皆さんのこれか
らの激変する100年人生を保証できる設計になっていないか
らです。恐らく社会保障も日本型教育もすぐに変わることは

不可能でしょう。変化に適応できる人でなければこの激変す
る社会は生き残ることが不可能です。最後のアドバイスは「変
化の起こるところにいなさい」ということです。過去の革命
も明治維新も物理的にその場にいた人物たちが主人公になる
ことができました。変化の起きる場所にいないと変化に参加
できないのです。しかし明治維新と違い、今は世界中と繋が
ることが可能です。どこで変化が起きるのか、それを見抜く
には世界の流れを読む力と情報を集める力、情報を発信して
仲間を募る力が必要とされます。その場に留まってだけいて
は変化を感じることも参加することもできません。明日から
常に変化を受け入れ自分自身を変化させ、今の自分の価値を
高め続けてください。決して変化を恐れ、立ち止まってはい
けません。人生100年は長いですが、果てしない宇宙をマッ
ハ２で太陽と絡みながら飛び続ける地球の時間ではほんの一
瞬に過ぎません。その壮大な宇宙の中で与えられた一瞬の命
の使い方を考えましょう。「使命　ミッション」は命の使い方
と書きます。
　最後に、皆さんに4年前の入学式で伝えた「挑戦する権利
と失敗する自由」を忘れずに堂々と行使していただきたいと
思います。何か躓いた時に皆さんをこの言葉がきっと救って
くれるでしょう。
　これから荒波の社会に飛び出す諸君に、幸多かれと心から
エールを送ります。卒業、おめでとう。

　平成30年３月19日
八戸学院大学　学長　大谷　真樹

　　　　八戸学院大学短期大学部　　　　
平成29年度　学位記授与式　式辞

　卒業生の皆さん　卒業おめでとうございます。
　本日授与された「短期大学准学士」の学位は卒業の証し
であり、本学での学びの成果を表したものです。皆さんの
これまでの努力に敬意を表します。
　また、卒業生を本日まで支えてこられましたご家族とご列
席の皆様に衷心よりお喜びを申し上げます。
　さて、英国の諺に「３月の風が5月の花を咲かせる」とい
う諺があります。当地方の気候から言うと「2月の雪、3月の
風、4月の雨が5月の花を咲かせる」となります。卒業生の
皆さんにとっては「3月の風の中でスタートし、4月の雨に打
たれて、やがて5月が来る」ということでしょう。
　過ぎし短期大学生活にも春夏秋冬がありました。春の宿
泊研修、夏の砂浜彫刻と実習・インターンシップ、秋の学
校法人光星学院60周年記念行事と学園祭、そして冬の各種
試験。学生生活は個々の思いを載せて今日幕を閉じようと
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しています。
　翻って、世界や社会に目を向けるとその変化は目まぐるし
く、いつも嵐の襲来を告げているかのようです。日本につい
て、あるジャーナリストは平成時代がどんな時代だったかと
問われれば「アイデンティティクライシス（自己喪失の時代）」
と答えると言っています。曰く、「人々は社会をよくしよう
と目的をもって働くのではなく、上司にいわれるまま「ただ
働くだけ」になってしまった、と若者に警告を発しています。
　本学では重点目標に「教育の質向上」を掲げ、考えること、
表現すること、行動することを促してきました。今年度私の
最後の授業で、個々に学習成果を尋ねたところ、多くの学
生がグループワークや発表・表現、地域貢献を挙げ、アク
テイブに学んだと記述しておりました。期せずして出てきた
回答に私は大きな喜びを感じました。皆さんは社会をよく
する原動力を持っていると私は信じます。ともに学んだ学生
の皆さん教職員の皆様、ここに深甚なる感謝をささげます。
　季節の移ろいは私たちに恵みをもたらし、時の推移を知
らせてくれます。一足飛びに冬から夏が来ることはなく、秋
から春になることもありません。
　卒業生の皆さん、あせらず歩を進め、アクテイブな志で
雨も嵐も踏み越え、花咲く5月の到来に備えてください。
　前途に幸多かれと祈っています。

　平成30年３月19日
八戸学院大学短期大学部　学長　外崎　充子

　　　　八戸学院大学・短期大学部　　　　
平成30年度　入学式　式辞

　八戸学院の美保野キャンパスにもやっと春が来て、草木
も暖かい日差しの中で息吹をはじめています。
　本日は、八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部の入学
の式典に、ご来賓並びに保護者の皆様のご臨席を賜り、挙
行出来ますことに、心より感謝を申し上げます。そして、入
学を許可された皆さんには、学院を代表し心から歓迎の意
を表し、ご家族の皆様には心からお祝いを申し上げます。
　さて、本学院は半世紀を超える歴史の中で、総合学園の
建設を目指し教育環境を整備して参りました。そして建学
の精神を「神を敬し　人を愛する」というカトリック精神に
則り、一貫して社会に役に立つ人材の育成を目指し、運営・
経営をして参りました。本学の全ての場において「己」を
確立する教養教育と、「他」を助ける専門性を養う教育を根
本に、学生一人ひとりに深く関わり、人間愛に基づく師弟同
行の教育実践が、皆さんの唯一無二の個性を発揮できる場
所だと考えております。

　また、創設者中村由太郎先生の「実学を持って社会に貢
献す」という言葉を大事にしています。学歴を、資格や技
術を身につけることの意味を説き、高度な学問の場に身を
置くことを説いて参りました。併せて日本の高度成長期と重
なり、技術や知識の修得は大変な意味があり、日本は世界
のトップレベルの国になったわけです。
　しかし世界の発展も著しく、高い技術水準を持った日本
は、もはや日本だけの特別のものではすでに無く、技術は世
界的に差が無いものになった現代です。
　改めて、今、実学とはと考えてみました。ややもすれば、
手に職をつけて収入を得るための学びと思われがちですが、
私たちはもう少し広い意味でとらえてみました。実学とは世
の中で力強く生きていくことにつながる学びであると考え
て、幅広く皆さんをサポートしていきたいと思います。
　さらには、地域創生と言われる中にあって、地域貢献は
本学の使命の一つであると考えています。学びの場を大学
のキャンパスに踏みとどまることなく、地域全体ととらえ、
広い視点で学んで欲しいと思います。世界的な視点にたっ
た洞察力も身につけて欲しいと思います。学びの場を地域
から世界に広げることで、地域再発見や新たな地域貢献に
つながると思っています。
　今、テレビドラマで「西郷隆盛」が放送されているのを、
皆さんも知っていると思います。明治維新という近代日本の
建設に命をかけた歴史的な英雄の物語です。他にもミライ
を建設しようと立ち上がった若い幕末の志士たちが多くい
ますが、彼ら幕末の志士たちのエネルギーの原点は、私学
にあったと言われています。彼らの殆どは建学の精神があり
教育の理念に基づいた地方の私学が、知の修得と共に人間
形成の場所であったのでした。
　明日から諸君は大学・短期大学というキャンパスで、学
問と人間形成のために、教室で、研究室で、またサークル
活動で、それぞれのミライに向かって、青春を謳歌するわ
けですが、幕末に江戸城の無血会場を実現した勝海舟は、「成
すことなかれ、天意に違うことを」と言いました。いかなる
時も、天の意思つまり良心に背くことを行ってはいけないと
いうことです。これは、技術が進歩し人工知能が話題にな
る今の時代だからこそ、心の教育が大切だということをあら
ためて考えさせてくれる言葉です。地域に根ざした私学で
あるからこそ、人の心を育てることを大事にしていきたいと
思っています。
　それでは存分に学生生活を謳歌することを期待します。

　平成30年４月６日
　　　　　　　学校法人光星学院　

八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部
理事長　学長　法官　新一



7

会　議（学務課関係）

①教授会開催
　〔大学〕
　○全学教授会
　　平成30年　 3月22日㈬　 4月 2日㈪　 4月17日㈫
　　　　　　　 5月16日㈬　 6月20日㈬　 7月18日㈬
　　　　　　　 9月19日㈬　10月17日㈬　11月21日㈬
　　　　　　　12月12日㈬
　　平成31年　 1月16日㈬　 2月20日㈬　 2月28日㈭
　　　　　　　 3月20日㈬
　〔短期大学部〕
　○教授会
　　平成30年　 3月15日㈭　 4月 2日㈪　 4月19日㈭
　　　　　　　 5月17日㈭　 6月21日㈭　 7月19日㈭
　　　　　　　 9月20日㈭　10月16日㈫　11月22日㈭
　　　　　　　12月13日㈭
　　平成31年　 1月17日㈭　 2月21日㈭　 2月28日㈭
　　　　　　　 3月19日㈫

人　　　事

（ 1 ）　採　用
平成30年 ４月 １日付

○地域経営学部地域経営学科
　助　　手　　大　沢　宥　介
〇健康医療学部看護学科
　教　　授　　山　本　春　江
　講　　師　　大　崎　瑞　恵
〇短期大学部幼児保育学科
　講　　師　　本　吉　　　好
○事務局　　　　　　　　　
　主　　任　　玉　川　哲　也（株式会社八戸学院グループより移籍）
　主　　事　　木　下　勝　貴（学務部キャリア支援課）
　主　　事　　楊　　　麗　栄（学務部情報メディア課）
平成30年 9月 ５日付

○地域経営学部地域経営学科　
　講　　師　　狩　野　俊　介

（ 2 ）　昇　任
平成30年 ４月 １日付

○健康医療学部人間健康学科
　講　　師　　綿　谷　貴　志
　講　　師　　工　藤　祐太郎
○短期大学部幼児保育学科
　准教授　　　差　波　直　樹
○事務局　　　　　　　　　
　参　　事　　工　藤　美那子
　参　　事　　納　谷　　　司
　課長補佐　　村　本　　　景
　係　　長　　三　田　和　典
　係　　長　　山　下　祐　史

　係　　長　　山　本　　　徹
　主　　任　　佐　藤　裕　次
　主　　任　　高屋敷　好　孝
　主　　任　　安　田　久美子
　主　　任　　出　町　　　望
　主　　事　　畠　山　文　絵
　主　　事　　小　川　啓　示（職種変更）

（ 3 ）　併任・兼務
平成30年 ４月 １日付

〇学　　長　　法　官　新　一
　　　　　　　光星学院理事長／八戸学院大学短期大学部
　　　　　　　学長
〇地域経営学部地域経営学科
　教　　授　　大　沢　　　泉
　　　　　　　ビジネス学部長／ビジネス学科長
　教　　授　　丹　羽　浩　正　八戸学院大学学長補佐
　特任教授　　玉　樹　真一郎　八戸学院大学学長補佐
○健康医療学部人間健康学科
　教　　授　　遠　藤　守　人　健康医療学部長
　教　　授　　瀧　澤　　　透　人間健康学科長
　教　　授　　吉　田　　　稔　八戸学院大学学長補佐
〇健康医療学部看護学科
　教　　授　　蛭　田　由　美　看護学科長
○短期大学部幼児保育学科
　教　　授　　杉　山　幸　子　副学長
○事務局
　参　　与　　松　山　政　義　
　　　　　　　八戸学院地域連携研究センター長
　学務部参事　織　戸　　　浩　八戸学院図書館事務室長
　八戸学院地域連携研究センター准教授
　　　　　　　井　上　　　丹　同センター事務室長
平成30年 8月 １日付

○短期大学部ライフデザイン学科
　教　　授　　大久保　　　等　法人監査室員
平成30年 8 月 １日付
○八戸学院地域連携研究センター
　主　　事　　楊　　　麗　栄　
　　　　　　　八戸学院地域連携研究センター研究員
平成3１年 １月 １日付

○八戸学院地域連携研究センター
　センター長　松　山　政　義　
　　　　　　　キャリア支援課担当部長

（ 4 ）　配置転換
平成30年 ４月 １日付

○幼児保育学科
　教　　授　　吹　越　義　博（ライフデザイン学科から）
○八戸学院大学・短期大学部　教育研究支援室
　室　　長　　中　村　　　修（ライフデザイン学科から）
○事務局　学務部
　主　　任　　加　藤　智　恵（学務部教務学生課から）
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（ 5 ）　転　入
平成30年 ４月 １日付

○地域経営学部地域経営学科
　准 教 授　　堤　　　静　子
　　　（短期大学部ライフデザイン学科から）
○健康医療学部人間健康学科
　准 教 授　　佐　藤　千恵子
　　　（短期大学部ライフデザイン学科から）
○短期大学部幼児保育学科
　准 教 授　　加　藤　康　子
　　　（八戸学院幼稚園から）
○事務局
　参　　事　　田　頭　　　寛
　　　（八戸学院光星高等学校専攻科から）
○事務局
　主　　任　　玉　川　恵　里
　　　（総務部総務課から情報メディア課へ）

（ 6 ）　転　出
平成30年 3月3１日付

○大学
　学　　長　　大　谷　真　樹（国際教育局長へ）
○短期大学部　ライフデザイン学科
　　　　　　　三　浦　文　恵（国際教育センターへ）

（ 7 ）　退　職
平成30年 3月3１日付

○ビジネス学科
　教　　授　　中　居　　　裕
○人間健康学科
　講　　師　　熊　谷　大　輔
○短期大学部
　学　　長　　外　崎　充　子
○幼児保育学科
　講　　師　　川　端　　　悠
○幼児保育学科
　助　　教　　三　村　弥　生
○短期大学部看護学科
　教　　授　　玉　懸　多恵子
○短期大学部看護学科
　教　　授　　小笠原　陽　子
○学務部
　参　　事　　猪　股　清　美
○学務部
　副 参 事　　松　井　一　文
○学務部短大事務室
　課長補佐　　小　松　良　重
○学務部キャリア支援課
　主　　任　　平　川　貴　也
平成30年 9月30日付

○看護学科
　講　　師　　長　南　幸　恵

（ 8 ）　客員教授・客員研究員
　〔大学〕
平成30年 ４月 １日付

◎客員教授
　鈴　木　　　誠（株式会社ナチュラルアート代表取締役社長）
　三　宅　良　彦（聖マリアンナ医科大学副理事長）
〔短期大学部〕
◎客員教授
　三　村　三千代
◎客員研究員
　中　村　　　円

〔大学〕
平成30年 6月 8日付

◎客員教授
　長谷川　　　晋（元駐チュニジア特命全権大使）
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組　　　織

〔大学〕
学　　　　　　長 法　官　新　一
大学運営会議議長 法　官　新　一
地域経営学部長 大　沢　　　泉（地域経営学科長）
健康医療学部長 遠　藤　守　人
人間健康学科長 瀧　澤　　　透
看 護 学 科 長 蛭　田　由　美
学 長 補 佐 丹　羽　浩　正
 吉　田　　　稔
 玉　樹　真一郎
〔短期大学部〕
学 長 法　官　新　一
副 学 長 杉　山　幸　子
幼児保育学科長 附　田　勢津子
ライフデザイン学科長 茂　木　典　子
◎学長直轄
○研究倫理委員会
委 員 長 丹　羽　浩　正
副 委 員 長 熊　谷　晶　子
委 員 西　村　美　八　　本　吉　　　好
○研究推進委員会
委 員 長 田　中　　　哲
副 委 員 長 高　橋　正　知
委 員 田　村　正　文　　金　地　美知彦
 藤　邉　祐　子　　安　田　美　央
○入学者選抜委員会
委 員 長 大　沢　　　泉
副 委 員 長 茂　木　典　子
委 員 遠　藤　守　人　　瀧　澤　　　透
 蛭　田　由　美　　附　田　勢津子
 村　本　　　卓　　奈　良　　　卓
 坂　本　貴　博　　木　鎌　耕一郎
○特別学生支援室
室 長 壬　生　寿　子
副 室 長 小　川　あゆみ
室 員 長谷川　美千留　　宮　澤　君　子
 加　藤　勝　弘
◎大学評価・ＩＲ統括本部
本 部 長 吉　田　　　稔
副 本 部 長 大久保　　　等
○自己点検評価委員会
〔大学〕
委 員 長 瀧　澤　　　透
副 委 員 長 幸　田　威久矢
委 員 加　来　聡　伸
 小　林　喜　輝　　井　元　紀　子
 山野内　靖　子　　大　崎　瑞　恵
〔短期大学部〕
委 員 長 大久保　　　等
副 委 員 長 杉　山　幸　子
委 員 附　田　勢津子　　茂　木　典　子
○ＩＲ委員会
委 員 長 吉　田　　　稔
副 委 員 長 差　波　直　樹

委 員 玉　樹　真一郎　　堤　　　静　子
 熊　谷　晶　子　　高　嶋　　　渉
 山　本　春　江　　澤　井　睦　美
◎教育センター
セ ン タ ー 長 木　鎌　耕一郎
副 セ ン タ ー 長 杉　山　幸　子
○教務委員会
〔大学〕
委 員 長 木　鎌　耕一郎
副 委 員 長 高　須　則　行
委 員 柴　垣　博　孝　　加　来　聡　伸
 井　元　紀　子　　高　嶋　　　渉
 吉　田　守　実　　綿　谷　貴　志
 田　中　克　枝　　小　沢　久美子
 坂　本　弘　子　　藤　邉　祐　子
 日　當　ひとみ
〔短期大学部〕
委 員 長 杉　山　幸　子
副 委 員 長 大久保　　　等
委 員 田　中　敬　一　　澤　井　睦　美
 池　田　拓　馬
<リメディアル教育推進担当>
責 任 者 吹　越　義　博
副 責 任 者 齋　藤　綾　美
担 当 松　井　克　明　　熊　谷　晶　子
 三　浦　広　美　　久　保　宣　子
 田　中　敬　一　　差　波　直　樹
<教職課程担当>
責 任 者 小　林　喜　輝
副 責 任 者 根　城　隆　幸
担 当　 鈴　木　俊　裕　　大　沢　宥　介
 渡　邉　陵　由　　浜　中　のり子
 綿　谷　貴　志　　嶋　崎　綾　乃
<教職・実習担当>
〔大学〕
責 任 者 高　橋　雪　子
担 当 木　村　　　緑　　切　明　美保子
 市　川　裕美子　　古　舘　美喜子
〔短期大学部〕
責 任 者 田　端　利　則
<国試担当>
責 任 者 高　橋　雪　子
担 当 下川原　久　子　　木　村　　　緑
 坂　本　弘　子
○教養教育運営委員会
委 員 長 小　澤　昭　夫
副 委 員 長 齊　藤　綾　美
委 員 奈　良　　　卓　　崔　　　桓　碩
 佐　藤　千恵子　　田　中　克　枝
 中　嶋　栄　子
○ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員会
委 員 長 澤　井　睦　美
副 委 員 長 佐　藤　千恵子
委 員 バリー・グロスマン　Ｇ．アンソニー
 藤　代　典　子　　小　柳　達　也
 工　藤　祐太郎　　西　村　美　八
 清　塚　智　明　　吹　越　義　博
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 佐　貫　　　巧　　池　田　拓　馬
◎学生支援センター
セ ン タ ー 長 奈　良　　　卓
副 セ ン タ ー 長 馬　場　祥　次
○学生委員会
〔大学〕
委 員 長 長谷川　美千留
副 委 員 長 渡　邉　陵　由
委 員 Ｇ．アンソニー　　堤　　　静　子
 松　井　克　明　　小　柳　達　也
 嶋　崎　綾　乃　　壬　生　寿　子
 佐　藤　真由美　　長　南　幸　恵
 佐々木　真　湖
〔短期大学部〕
委 員 長 馬　場　祥　次
副 委 員 長 天　摩　雅　和
委 員 田　端　利　則　　加　藤　勝　弘
 安　田　美　央　　本　吉　　　好
 三　岳　貴　彦
<学生相談・ハラスメント担当>
責 任 者 小　川　あゆみ
副 責 任 者 金　地　美知彦
担 当 高　須　則　行　　藤　代　典　子
 関　川　幸　子　　宮　澤　君　子
 長　南　幸　恵　　加　藤　勝　弘
○国際交流支援委員会
委 員 長 Ｂ．グロスマン
副 委 員 長 渡　邉　陵　由
委 員 Ｇ．アンソニー　　崔　　　桓　碩
 坂　本　保　子　　久　保　宣　子
 加　藤　康　子　　安　田　美　央
 三　浦　文　恵（国際教育センター長）
◎キャリア支援センター
セ ン タ ー 長 茂　木　典　子
副 セ ン タ ー 長 村　本　　　卓
○広報委員会
委 員 長 村　本　　　卓
副 委 員 長 天　摩　雅　和
委 員 玉　樹　真一郎　　加　来　聡　伸
 松　井　克　明　　浜　中　のり子
 山　本　雄　大　　工　藤　祐太郎
 坂　本　保　子　　大　崎　瑞　恵
 市　川　裕美子　　清　塚　智　明
 加　藤　康　子　　佐　貫　　　巧
○入学試験運営委員会
委 員 長 坂　本　貴　博
副 委 員 長 馬　場　祥　次
委 員 幸　田　威久矢　　崔　　　桓　碩
 小　澤　昭　夫　　山　本　雄　大
 山野内　靖　子　　三　浦　広　美
 田　端　利　則　　中　嶋　栄　子
 三　岳　貴　彦
○就職支援委員会
委 員 長 丹　羽　浩　正
副 委 員 長 田　中　敬　一
委 員 柴　垣　博　孝　　藤　代　典　子
 吉　田　守　実　　山　本　雄　大

 宮　澤　君　子　　田名部　麻　野
 切　明　美保子　　長　南　幸　恵
 小　川　あゆみ　　差　波　直　樹
 本　吉　　　好
◎図書館
館 長 田　中　　　哲
副 館 長 田　端　利　則
○図書委員会
委 員 長 田　中　　　哲
副 委 員 長 田　端　利　則
委 員 鶴　見　浩一郎　　関　川　幸　子
 小　沢　久美子　　佐々木　真　湖
 加　藤　康　子
○紀要編集委員会
委 員 長 高　橋　正　知
副 委 員 長 大久保　　　等
委 員 鶴　見　浩一郎　　田　村　正　文
 小　柳　達　也　　佐　藤　真由美
 吹　越　義　博
◎地域連携研究センター
セ ン タ ー 長 松　山　政　義
副 セ ン タ ー 長 村　本　　　卓
○地域連携研究センター運営委員会
委 員 長 松　山　政　義
副 委 員 長 村　本　　　卓
委 員 大　沢　　　泉　　遠　藤　守　人
 瀧　澤　　　透　　蛭　田　由　美
 杉　山　幸　子　　附　田　勢津子
 茂　木　典　子
＜委託関係機関＞
○大学入試センター試験実施委員会
委 員 長 法　官　新　一
副 委 員 長 坂　本　貴　博
委 員 田　村　正　文　　幸　田　威久矢
 大　沢　宥　介　　小　澤　昭　夫
 高　嶋　　　渉　　金　地　美知彦
 嶋　崎　綾　乃　　三　浦　広　美
 日　當　ひとみ　　田　中　敬　一
 馬　場　祥　次
 藤　原　真　史　　早　川　幸　久
○教員免許状更新講習支援室
室 長 小　林　喜　輝
副 室 長 茂　木　典　子
室 員 根　城　隆　幸　　大　沢　宥　介
 杉　山　幸　子
○ＣＯＣ＋推進委員会
委 員 長 丹　羽　浩　正
副 委 員 長 玉　樹　真一郎
委 員 木　鎌　耕一郎
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規　　　程

　平成30年 4月 1日から平成31年 2月27日までの間に、次
の規程が制定・一部改正された。

＜制　　定＞
平成30年 ４月 １日施行

〇八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部インスティ
テューショナル・リサーチ（ＩＲ）委員会規程（平成30
年 4月25日制定）

平成3１年 ４月 １日施行

〇八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部証明書交付手数
料徴収規程（平成31年 1月23日制定）
〇八戸学院大学短期大学部履修規程（平成31年 2月27日制
定）

＜一部改正＞
平成30年１0月 １日施行

○八戸学院図書館における雑誌・新聞資料の処分に関する
内規

平成3１年 ４月 １日施行

○八戸学院大学学則
○八戸学院大学短期大学部学則
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教育センター規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学生支援セン
ター規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部キャリア支援セ
ンター規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部運営会議規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部入学者選抜委員
会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教養教育運営委
員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部ファカルティ・
ディベロップメント（ＦＤ）委員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部研究推進委員会
規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部就職支援委員会
規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部広報委員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部入学試験運営委
員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部研究倫理委員会
規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部研究倫理委員会
運営細則
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部国際交流支援委
員会規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学内ワークスタ
ディ規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部大学評価に関す
る規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部利益相反規程

○八戸学院大学化学物質等管理規程
○八戸学院大学防火管理規程
○八戸学院大学短期大学部防火管理規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学外共同研究規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部受託研究取扱規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部科学研究費補助
金経理事務取扱規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における予算執
行の不正防止に関する規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部長期履修学生規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外国人留学生規
程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外国人留学生日
本語研修コース規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における修業年
限を超えて在学する者の学費納入規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部障害学生修学支
援規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部特別学生支援室
設置要項
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部車両通学規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部車両通学規程違
反の措置に関する内規
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部における国民年
金保険料の学生納付特例申請に関する事務取扱規程

○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部グレード・ポイ
ント・アベレージ（GPA）規程
○八戸学院大学学位規程
○八戸学院大学履修規程
○八戸学院大学教職課程履修規程
○八戸学院大学試験規程
○八戸学院大学公認欠席取扱規程
○八戸学院大学編入学規程
○八戸学院大学研究生規程
○八戸学院大学学生通則
○八戸学院大学短期大学部学位規程
○八戸学院大学短期大学部既修得単位の認定に関する規程
○八戸学院大学短期大学部学生通則
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学生表彰規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教育ローン利子
補給奨学金規程
○八戸学院大学学業特待生規程
○八戸学院大学授業料等減免規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外国人留学生学
納金等減免規程
○八戸学院大学短期大学部学業特待生規程
○八戸学院大学短期大学部授業料等減免規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部学生相談室規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部紀要投稿・編集
規程
○八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部紀要執筆要領
○八戸学院図書館規程細則
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○八戸学院図書館個人情報保護規程
○八戸学院図書館「図書館向けデジタル化資料送信サービ
ス」取扱要領
○八戸学院地域連携研究センター規程

刊　行　物

■紀要編集委員会
１．『八戸学院大学紀要』の内容一覧

（ 1 ）　『八戸学院大学紀要第57号』（2018年12月21日発行）
◇崔　　桓碩
・老後所得保障制度の利用状況分析
◇長谷川美千留
・簿記会計教育に関する一考察
◇髙須　則行
・フィリップ・ヘック著『利益法学』（下）
◇金地美知彦・畑山　俊輝
・高齢者・老人に対する高齢者と若者の気分イメージ
◇山本　雄大・山本　潤美
・シングリズム－シングルに対する否定的ステレオタイプ－
◇瀧澤　透・Sucheta Priyabadini・Santosh Kumar Pradhan・
西村　祐子

・オリッサ州の農村部および都市部における青年の結婚
観

◇高嶋　　渉・夏堀　俊光・嶋崎　綾乃・工藤祐太郎・
綿谷　貴志・渡邉　陵由

・準備運動の内容が「体つくり運動」を想定した主運動
における身体活動強度に及ぼす影響
◇小澤　昭夫
・アイルハルト・フォン・オーベルク　『トリストラン
トとイザルデ』⑴
◇佐藤千恵子
・「子ども食堂」への取り組みⅡ
◇小沢久美子・久保　宣子・下川原久子・古舘美喜子・
日當ひとみ・清塚　智明・切明美保子・蛭田　由美
・看護学生の社会的スキルと職業的アイデンティティの
形成に関する研究　－基礎看護学実習Ⅰ，基礎看護学
実習Ⅱおよびボランティア活動経験との関連－
◇坂本　保子・藤邉　祐子・髙橋　雪子　
・母性看護実習における学生の看護技術経験に関する報
告　－母性看護実習技術経験録から－
◇三浦　広美
・総合病院の精神科病棟に勤務する看護師の職業的アイ
デンティティに関する研究
◇藤邉　祐子・坂本　保子・髙橋　雪子　
・母性看護実習において男子学生が肯定的にとらえた体
験

◇久保　宣子・山野内靖子・蛭田　由美　
・看護大学生の国際看護活動に関する意識および教育
ニーズに関する調査
◇三浦　広美　
・青森県の精神科病棟に勤務する看護師の職業的アイデ
ンティティの実態

◇坂本　弘子・福森利智子・木村　紀美　
・看護大学生における臨地実習が心理的well－beingに
及ぼす影響
◇坂本　弘子・福森利智子・木村　紀美
・看護学生の社会的スキル獲得状況に関連する生活体験
および自我状態
◇久保　宣子・小沢久美子・下川原久子・切明美保子・
　日當ひとみ・清塚　智明・古舘美喜子・蛭田　由美　
・A大学の基礎看護学実習における看護技術経験の達成
度に関する現状と課題

（ 2 ）『八戸学院大学短期大学部研究紀要第47巻』
（2018年12月21日発行）　

◇中嶋　栄子・附田勢津子・宮澤　君子・切明美保子　
・ハンドベル演奏体験と感覚器官における感度の向上

■地域連携研究センター
１．『産業文化研究　第27号（2018年 3 月31日発行）』
　　内容一覧
○原著論文
　◇Gregory C. ANTHONY
　　『Issues Concerning Classroom Practices in Fostering 
Japanese Elementary Students’English Communicative 
Competence』

　◇田村　正文・谷田貝　孝・丹羽　浩正
　　『地域における人材育成と地域再生に関する一考察
　　－若者と地域の交流の「場」の役割としての教育機関
　に関する考察－』

○研究ノート
　◇根城　隆幸
　　『高等学校の商業科教育に関する考察』
　◇嶋崎　綾乃・根城　隆幸
　　『階上町における伝統芸能と小学校体育科表現運動の
指導に関する考察』

　◇高須 則行
　　『わが国の成年後見制度の概要－市民後見人のあり方
を検討する前提として－』

　◇井上　丹
　　『八戸学院大学強化指定部所属学生のキャリアと居住
地域に関する研究』

○報告書
　◇藤代　典子
　　『農村地域における地域ブランドへの挑戦～県内でも
数少ない転入超過地域において～』
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諸　　　報

（ 1 ）　平成29年度学位記授与式
　　平成29年度学位記授与式が、平成30年 3月19日㈪14時
から、八戸プラザホテルアーバンホールにおいて挙行さ
れました。ビジネス学科卒業生65名、人間健康学科卒業
生57名、幼児保育学科卒業生101名、ライフデザイン学
科卒業生12名、看護学科卒業生83名に学位記が授与され
ました。

（ 2 ）　平成30年度入学式
　　平成30年度入学式が、平成30年４月６日㈮14時から、
八戸市公会堂において挙行されました。地域経営学科入
学生72名、人間健康学科入学生89名、看護学科入学生74
名、編入学生 6名、短期大学部幼児保育学科96名の入学
が許可されました。

（ 3 ）　外郭諸団体の会議（後援会・同窓会・父母の会）
〔大学〕
・後援会常任理事会
　平成30年 7月13日㈮　八戸プラザホテル
・後援会理事会
　平成30年 7月13日㈮　八戸プラザホテル
・同窓会役員会
　平成30年 7月20日㈮　八戸パークホテル
・同窓会評議員会
　平成30年 7月20日㈮　八戸パークホテル
・父母の会第 1回役員会
　平成30年 7月17日㈫　八戸グランドホテル
・父母の会総会
　平成30年 7月17日㈫　八戸グランドホテル
・父母の会「父母と教職員の懇談会」
　平成30年10月27日㈯　八戸学院大学会館
・八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外郭三団体合同
懇談会
　平成31年 2月15日㈮　八戸プラザホテル
〔短期大学部〕
・後援会平成29年度会計監査
　平成30年 4月27日㈮
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟多目的室
・後援会第 1回常任理事会
　平成30年 6月14日㈭　八戸プラザホテル
・後援会理事会
　平成30年 6月14日㈭　八戸プラザホテル
・後援会第 2回常任理事会
　平成31年 3月14日㈭　八戸プラザホテル
・同窓会平成29年度会計監査
　平成30年 4月27日㈮
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟多目的室
・同窓会第45回総会
　平成30年 5月13日㈰　八戸プラザホテル
・父母の会平成29年度会計監査
　平成30年 4月27日㈮
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟多目的室

・父母の会第 1回役員会
　平成30年 6月29日㈮　稟議
・父母の会総会
　平成30年 6月29日㈮　稟議
・父母の会学業相談・保護者面談会
　平成30年 9月29日㈯
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟211講義室
・父母の会第 2回役員会
　平成31年 3月 5日㈫
　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科棟121講義室
・八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部外郭三団体合同
懇談会
　平成31年 2月15日㈮　八戸プラザホテル

（ 4 ）　地域連携研究センター受託研究・受託事業
・受託名：あおもりツーリズム創発塾運営業務
　委託者：青森県（観光国際戦略局観光企画課まるごとあ

おもり情報発信グループ）
・受託名：平成30年度八戸市eコマース人材育成事業業務
　委託者：八戸市（商工労働部商工課 商工振興グループ）
・受託名：学生の県内定着に向けた地域の魅力発信プログ

ラム開発業務
　委託者：青森県（企画政策部企画調整課）
・受託名：農山漁村「地域経営」の推進に係るサポート及

び発展事例等の作成業務
　委託者：青森県（青森県農林水産部構造政策課）
・受託名：八戸市都市研究検討会事務局業務
　委託者：八戸市（総合政策部政策推進課政策推進グループ）

（ 5 ）　地域連携研究センター課外講座開催状況
・講座名：第 5回八戸学院大学健康医療学部・八戸学院短

期大学看護学科 公開講座
　開催日：2018年 3月 3日㈯
　会　場：八戸ポータルミュージアムはっち ２Fシアター２
　講　師：八戸学院大学健康医療学部・八戸学院大学短期

大学部看護学科の教員
　主　催：八戸学院大学健康医療学部／八戸学院大学短期

大学部看護学科
・講座名：サッカーを通して英語を学ぼう! ジュニアサッ

カー教室
　開催日：2018年 3月 4日㈰
　会　場：八戸学院大学　体育館
　講　師：畑中　孝太
　　　　　（八戸学院大学女子サッカー部 監督）
　　　　　中村　雅俊 氏
　　　　　（八戸学院大学女子サッカー部 コーチ）
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：八戸学院大学女子サッカー部ジュニアサッカー

教室
　開催日：2018年 4月13日㈮～2019年 2月22日㈮［全22回］
　会　場：フットサルアリーナ八戸
　講　師：中村　雅俊 氏
　　　　　（八戸学院大学女子サッカー部 コーチ）ほか
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：第 2回八戸学院大学健康医療学部看護学科宣誓
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式特別記念講演『看護技術と身体』
　開催日：2018年 5月 12日㈯
　会　場：八戸学院大学 大学会館（ 5号館 2 F 520教室）
　講　師：阿保　順子 氏
　　　　　（北海道医療大学名誉教授／長野県看護大学名

誉教授）
　主　催：八戸学院大学健康医療学部看護学科
・講座名：防災士養成講座
　開催日：（第 1回）2018年 5月12日㈯・13日㈰
　　　　　（第 2回）2018年 9月29日㈯・30日㈰
　　　　　（第 3回）2019年 2月23日㈯・24日㈰
　会　場：八戸学院大学　総合実習館（ 8号館）ほか
　講　師：井上　丹
　　　　　（地域連携研究センター准教授／防災士）ほか
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：第 5回みちのく英語応用サミット
　開催日：2018年 6月 3日㈰
　会　場：八戸学院大学　総合実習館（ 8号館）
　講　師：バリー・グロスマン（地域経営学部 教授）
　　　　　グレゴリー・アンソニー（地域経営学部 准教授）
　主　催：八戸学院大学
　共　催：全国語学教育学会岩手県地方支部
・講座名：第14期起業家養成講座
　開催日：2018年 9月15日㈯～2019年 3月 9日㈯［全 7回］
　会　場：八戸商工会議所ほか
　講　師：大谷　真樹
　　　　　（地域連携研究センター 教授／㈱八戸学院グ

ループ 代表取締役社長）
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：あおもりツーリズム創発塾（ハチガクセッション）
　開催日：2018年 9月28日㈯～10月29日㈪［全 3回］
　会　場：チェリウス（南部町）ほか
　講　師：根市　大樹
　　　　　（合同会社 南部どき 代表社員／地域連携研究

センター 客員研究員）
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
・講座名：第 3回保育の学校
　開催日：2018年10月20日㈯
　会　場：八戸学院大学キャンパス内
　講　師：差波　直樹（幼児保育学科 講師）ほか
　主　催：八戸学院大学短期大学部幼児保育学科
　共　催：社会福祉法人青森県社会福祉協議会 青森県保

育士・保育所支援センター
・講座名：平成30年度 地域医療セミナー
　開催日：2018年11月 8日㈭
　会　場：八戸学院大学 大学会館（ 5号館） 2 F 520教室
　講　師：福田　護 氏
　　　　　（聖マリアンナ医科大学附属研究所ブレスト&イ

メージング先端医療センター附属クリニック院長）
　主　催：八戸学院大学健康医療学部
・講座名：JFAキッズ（U- 6 / 8 /10）サッカーフェスティ

バル2018in八戸学院大学短期大学部
　開催日：2018年11月17日㈯
　会　場：八戸学院大学短期大学部前グラウンド
　主　催：一般社団法人 青森県サッカー協会

　後　援：公益財団法人 日本サッカー協会
　協　力：八戸学院大学短期大学部
・講座名：第 5回ビブリオバトルin八戸［決勝戦］
　開催日：2018年11月17日㈯
　会　場：デーリー東北新聞社 6 Fメディアホール
　講　師：川上　健一 氏（作家）
　主　催：デーリー東北新聞社／八戸学院大学
・講座名：ネットショップ入門講座
　開催日：2018年11月27日㈪［特別セミナー＆事前説明会］
　　　　　2018年12月 8日㈯～2019年 1月19日㈯［講座 
　　　　　全 5回］
　会　場：八戸ポータルミュージアムはっち 2 Fシアター 2、

まなビレッジ
　講　師：森　　淑乃 氏（学職開発株式会社　代表取締役）
　　　　　堤　　静子　　（地域経営学部　准教授）
　　　　　工藤　明善 氏（ヤフー株式会社SR推進統括本部）
　主　催：八戸学院地域連携研究センター
　　　　　［八戸市eコマース人材育成事業（八戸市委託事業）］
・講座名：ベンチャーサミット in八戸 全員集合
　開催日：2018年12月 1日㈯
　会　場：グランドサンピア八戸
　講　師：野口　進一 氏
　　　　　（㈱北三陸ファクトリー　取締役COO）ほか
　主　催：青森COC+推進機構 八戸ブロック
　共　催：八戸学院教育・研究・社会貢献後援会、八戸学

院地域連携研究センター
　主　管：青森COC+推進機構 起業実行プログラムWG、

NPO法人プラットフォームあおもり

（ 6 ）　地域連携研究センター資格試験合格者
・第 1回防災士養成講座（2018年 5月）
　田端ひかる（健康医療学部人間健康学科 2年）
　鈴木佳寿音（健康医療学部人間健康学科 2年）
　石田　　和（ライフデザイン学科 2年）
　榊　　　萌（幼児保育学科 1年）
・第 2回防災士養成講座（2018年 9月）
　小笠原翔太（健康医療学部人間健康学科 3年）
　大久保一花（健康医療学部人間健康学科 3年）
　村山　成実（健康医療学部人間健康学科 3年）
・第 3回防災士養成講座（2019年 2月）
　鬼頭　琴音（健康医療学部人間健康学科 3年）
　工藤　準也（ビジネス学部ビジネス学科 3年）

（ 7 ）　地域連携研究センターその他
・名　称：新郷村チャレンジデー2018
　開催日：2018年 5月30日㈬
　会　場：新郷村
　参加者：八戸学院地域連携研究センター 職員
・名　称：第20回はしかみ臥牛山まつり
　開催日：2018年 6月 2日㈯、 6月 3日㈰
　会　場：階上町 交流の森広場
　参加者：八戸学院大学健康医療学部人間健康学科
　　　　　熊谷ゼミ「健康ウォーキング」
　　　　　八戸学院大学短期大学部
　　　　　「あすなろ会（ボランティアサークル）」
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・名　称：八戸ふるさと検定事前講習会
　開催日：2018年 6月27日㈬
　会　場：八戸学院大学 総合実習館（ 8号館）1 F811教室
　講　師：小田　勝子 氏
　　　　　（公益社団法人 八戸観光コンベンション協会 次長）
　参加者：八戸学院大学生等
・講座名：三八五流通グループ健康度測定
　開催日：2018年 7月19日㈭
　会　場：三八五流通株式会社
　担　当：八戸学院大学健康医療学部 教員及び学生
　主　催：三八五流通株式会社［連携事業］
・名　称：第32回はしかみいちご煮祭り
　開催日：2018年 7月29日㈯、29日㈰
　会　場：階上町 小舟渡海岸
　参加者：八戸学院大学「軽音楽部」、
　　　　　八戸学院大学短期大学部幼児保育学科 差波ゼ

ミ「 1 Park」
・名　称：第48回階上町防犯・交通安全少年球技大会
　開催日：2018年 8月 7日㈫
　会　場：赤保内小学校、階上中学校
　協力者：八戸学院大学公式野球部、女子サッカー部、女

子バスケットボール部
・名　称：東北税理士会研修会
　開催日：2018年 9月 4日㈫
　会　場：八戸学院大学 大学会館（ 5号館） 2 F会議室 
　講　師：八戸学院大学地域経営学部・健康医療学部 教

員（計 4名）
　参加者：東北税理士会会員
・名　称：八戸市域創業セミナー
　開催日：2018年 9月14日㈮
　会　場：友の会 福祉会館（八戸市）
　講　師：大谷　真樹
　　　　　（地域連携研究センター 教授／㈱八戸学院グ

ループ 代表取締役社長）
　主　催：青森銀行（連携協力協定案件）
・名　称：オーストラリア留学学内説明会
　開催日：2018年10月17日㈬
　会　場：八戸学院大学 大学会館（ 5号館） 1 F
　講　師：坂本　知嘉 氏
　　　　　（アイエス留学ネットワークカウンセラー）
　参加者：八戸学院大学生、一般市民等
・名　称：第57回青森県統計大会
　開催日：2018年11月 9日㈮
　会　場：三沢市国際交流教育センター
　講　師：工藤　祐太郎（健康医療学部人間健康学科 講師）
　　　　　『青森県の健康事情とこれから』
　参加者：青森県統計調査員、統計関係者
　主　催：青森県、三沢市、青森県統計協会
　備　考：三沢市との連携協力協定案件
・名　称：学生の県内定着に向けた地域の魅力発信プログ

ラムワークショップ
　開催日：2018年11月26日㈪～2019年 2月26日㈫［全 4回］
　会　場：八戸学院大学 大学会館（5号館）2F会議室ほか
　講　師：根市　大樹 氏
　　　　　（合同会社 南部どき 代表社員／地域連携研究

センター 客員研究員）
 風間　一恵 氏
　　　　　（NPO法人プラットフォームあおもり）
 佐貫　　巧（幼児保育学科 講師）
　参加者：八戸学院大学生
　主　催：八戸学院地域連携研究センター（青森県委託事

業）
・名　称： 3機関連絡協議会
　開催日：2019年 1月16日㈬　会　場：八戸工業大学 教

養棟 3 F大会議室
　出席者：八戸工業大学 4名、八戸工業高等専門学校 4名、

八戸学院大学 4名
・名　称：BeFMラジオ番組『はちがくクロス』
　放送日：2018年 4月 5日㈭～2019年 2月28日㈭
　　　　　毎週木曜日16：30頃から放送（15分番組）
　収録場所：八戸ポータルミュージアムはっち 1 Ｆはっち

スタジオ　ほか
　参加者：八戸学院大学生 3名
・名　称：はしかみいいとこ見つけ隊（階上町「地域のお

宝物語」事業）
　開催日：2018年 7月27日㈮～2019年 2月 2日㈯［全10回］
　会　場：ハートフルぷらざはしかみ（階上町）ほか
　参加者：井上　丹（地域連携研究センター准教授）、八

戸学院大学生 2名

（ 8 ）　平成31年度入学試験
平成30年　 9月 8日㈯　大学：AO入学試験Ａ日程①
     9月22日㈯　大学：AO入学試験Ａ日程②
　　　　　10月13日㈯　大学：AO入学試験Ｂ日程③
　　　　　11月17日㈯　大学：推薦入学試験(第Ⅰ期･指定

　　　　　　　　　校推薦)､ 専門課程入学試験
　　　　　　　　　　　短大：推薦入学試験(推薦入試･指

                  定校推薦)､ AO入学試験A
　　　　　　　　　日程

　　　　　11月23日㈮　大学：AO入学試験Ｂ日程④
　　　　　12月 8日㈯　大学：推薦入学試験(第Ⅱ期･公募

　　　　　　　　　推薦)
　　　　　　　　　　　短大：専門課程入学試験､ 社会人

                  入学試験､推薦入学試験(公
　　　　　　　　　募推薦)

平成31年　 1月19日㈯､ 20日㈰
　　　　　　　　　　　大学：大学入試センター試験成績

                  利用入学試験Ａ日程､Ｂ日程
　　　　　　　　　　　短大：大学入試センター試験成績

　　　　　　　　　利用入学試験Ａ日程､Ｂ日程
　　　　　 2月 2日㈯　大学：一般入学試験(前期)
　　　　　　　　　　　短大：一般入学試験(Ⅰ期､ 前期

　　　　　　　　　一次)､ AO入学試験Ｂ日程
　　　　　 2月 8日㈮　大学：AO入学試験Ｃ日程⑤
　　　　　 2月15日㈮　短大：一般入学試験(前期二次)

（ 9 ）　入学試験運営委員会学外会議
・平成30年度大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会
　開催日　平成30年 6月21日㈭
　場　所　メルパルク東京
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　出席者　教務学生課　　　主事　橘　佳奈美
　　　　　キャリア支援課　主事　橘　　勇佑

（10）　リメディアル教育推進委員会その他
○入学前リメディアル教育課題実施状況
・平成30年 9月 8日㈯　AO－A①・Ｓ特
・平成30年 9月22日㈯　AO－A②・Ｓ特
・平成30年10月13日㈯　AO－Ｂ③・Ｓ特
・平成30年11月17日㈯　推薦Ⅰ・専門課程・指定校・推薦
・平成30年11月23日㈮　AO－Ｂ④・Ｓ特
・平成30年12月 8日㈯　推薦Ⅱ・公募推薦・専門課程・社会人
・平成31年 1月19日㈯～20日㈰　センター利用A・B・C
・平成31年 2月 2日㈯　一般前期・一般Ⅰ期
・平成31年 3月15日㈮　一般後期

（11）　学生委員会
委 員 長　　長谷川美千留
副委員長　　渡邊　陵由
委 員　　壬生　寿子　　グレゴリー・アンソニー
　　　　　　堤　　静子　　小柳　達也　　嶋崎　綾乃
　　　　　　松井　克明　　佐藤真由美　　佐々木真湖

（12）　学生委員会学内行事
〔大学〕
・平成30年度定期健康診断
　開催日：平成30年 4月 4日㈬、 5日㈭、10日㈫
　場　所：大学会館
　受診者：767名
・平成30年度第 1回交通安全講習会　
　開催日：平成30年 4月 4日㈬、 9日㈪
　場　所：大学会館520講義室
　講　師：八戸学院大学　ビジネス学部　高須　則行
　受講生：765名
・平成30年度新入生交流会
　開催日：平成30年 4月 9日㈪
　場　所：大学会館520講義室
　参加者：新入生236名
　教職員：48名　リーダー学生　46名
・平成30年度学生大会
　開催日：平成30年 5月17日㈬
　場　所：520講義室
　出席者：155名（委任状45名）
・平成30年度クラブ・サークル代表者会議
　開催日：平成30年 5月21日㈪
　場　所：221講義室
　出席者：29団体
・平成30年度学友会主催BBQ大会（短期大学部合同）
　開催日：平成30年 5月26日㈯
　場　所：短期大学部テニスコート前
　出席者：71名
・平成30年度学友会主催ボウリング大会（短期大学部合同）
　開催日：平成30年 6月22日㈮
　場　所：ゆりの木ボウル
　出席者：54名
・平成30年度学生生活にかかわる講演会

　開催日：平成30年 7月23日㈪
　場　所：520講義室　
　演　題：「犯罪被害に遭わないための安全講習会　
　　　　　～性犯罪やストーカーなどから身を守るために～」
　講　師：青森県警察本部　生活安全部　生活安全企画課
　　　　　人身安全対策室
　　　　　子供・女性安全推進係長　熊谷真優美　警部補
　参加者：147名
・平成30年度第 2回交通安全講習会
　開催日：平成30年 9月11日㈫
　場　所：520講義室
　DVD視聴：「光と闇の危険‼」
　出席者：738名
・はちがくフェス2018
　開催日：平成30年10月27日㈯～28日㈰
　場　所：八戸学院大学美保野キャンパス
　テーマ：「はちがくフェス～DASH未来へつなぐ～」
　来場者：6,646名（ 2日間合計、パンフレット配布数・駐
　　　　　車場利用者数・参加者）
・平成30年度美保野キャンパスクリスマス企画
　開催日：平成30年12月 7日㈮
　場　所：総合実習館エントランスホール
　内　容：共同祈願イルミネーション点灯式、大抽選会
・平成30年度日本学生支援機構奨学金「返還説明会」
　開催日：平成30年10月19日㈮・25日㈭・30日㈫
　場　所：320講義室
　対象者：平成30年度貸与者（ 4年生：卒業予定者）
・平成30年度日本学生支援機構奨学金「継続説明会」
　開催日：平成30年12月 5日㈬・ 6日㈭・ 7日㈮・10日㈪
                      12日㈬・13日㈭
　場　所：330・831・832・833講義室
　対象者：平成30年度貸与者（ 4年生を除く）
・平成30年度クラブ・サークル活動報告会・懇親会
　開 催 日：平成30年12月14日㈮
　活 動 報 告 会：520講義室　25団体参加
　懇親パーティー：八戸パークホテル
　　　　　　　　　学生137名・教職員他30名参加
・平成30年度八戸学院大学学友会役員選挙
　投 票 日：平成31年 2月 6日㈮
　選挙結果
　○執行委員長　　三谷　香澄（人間健康学科 2年）
　○副執行委員長　野田　幸世（人間健康学科 2年）
　　　　　　　　　小川　正太（地域経営学科 1年）
　○書　記　長　　松尾　息吹（看 護 学 科 1年）
　　　　　　　　　小笠原康太（地域経営学科 1年）
〔短期大学部〕
・平成30年度定期健康診断（短大）
　開催日：平成30年 4月 9日㈪・ 4月10日㈫・11日㈬
　場　所：短大会議室・短大体育館・西健診プラザ
　受診者：213名
・平成30年度学生総会（短大）
開催日：平成30年 5月23日㈬
場　所：短大211講義室
出席者：213名

・平成30年度第 1回交通安全講習会（短大）
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　開催日：平成30年 4月 2日㈪・ 9日㈪
　場　所：短大211講義室
　受講生：213名
・平成30年度第 2回交通安全講習会（短大）
開催日：平成30年 9月19日㈬・10月10日㈬
場　所：大学721教室・短大211講義室
受講生：212名

（13）　就職支援委員会学外会議
・東北地区私立大学就職問題協議会
開催日：平成30年 6月 7日㈭～ 8日㈮
場　所：江陽グランドホテル
出席者：課長補佐　村本　景

・青森県中小企業家同友会就職懇談会
開催日：平成30年 6月19日㈫
場　所：アラスカ
出席者：課長補佐　村本　景

・八戸地区雇用対策協議会
開催日：平成30年 6月20日㈬
場　所：八戸プラザホテル
出席者：課長補佐　村本　景

・東北地区私立短期大学就職指導研究会
開催日：平成30年 6月14日㈭～15日㈮
場　所：秋保温泉　岩沼屋
出席者：課長補佐　村本　景

・北東北三県私立大学就職支援研究会
開催日：平成30年 8月23日㈭～24日㈮
場　所：ホテル青森
出席者：課長補佐　村本　景

・東北地区私立大学合同就職セミナー
開催日：平成30年 8月30日㈭　
　場　所：仙台サンプラザホール
　出席者：課長補佐　村本　景
・あおもり県企業内容説明会
開催日：平成30年10月13日㈯
場　所：八戸パークホテル
出席者：課長補佐　村本　景

・東北地区私立大学就職問題協議会設立四十周年記念式典
ならびに研究会
開催日：平成30年11月 1日㈭
場　所：江陽グランドホテル
出席者：課長　高橋　昌樹、課長補佐　村本　景

・平成31年株式会社近田会計事務所新年名刺交換会
開催日：平成31年 1月17日㈭
場　所：八戸プラザホテル　アーバンホール
出席者：課長補佐　村本　景

・八戸地区中小企業対策協議会　就職対策フォーラム
開催日：平成31年 2月13日㈬
場　所：八戸パークホテル
出席者：課長補佐　村本　景

（14）　就職支援委員会就職説明会
・平成30年 5月21日㈪　青森県警察
・平成30年 5月22日㈫　社会福祉法人徳心会
・平成30年 5月23日㈬　株式会社コメリ

・平成30年 6月 5日㈫　株式会社エイジェック
・平成30年 6月15日㈮　株式会社LAVA International
・平成30年 6月19日㈫　ノーザンライツ株式会社
・平成30年 6月20日㈬　幼稚園・保育施設説明会（幼児保
　　　　　　　　　　　育学科学科 2年生対象）
　　　　　　　　　　　場所：八戸プラザホテル アーバンホール
・平成30年 6月28日㈭　株式会社ナカモト
・平成30年 7月13日㈮　セントレード証券株式会社
・平成30年 7月26日㈭　マネックス証券株式会社
・平成30年 7月26日㈭　青森トヨタ自動車株式会社
・平成30年 9月28日㈮　岩手県北自動車株式会社
・平成30年10月11日㈭　株式会社エイジェック
・平成30年10月24日㈬　株式会社東北丸和ロジスティクス
・平成30年10月25日㈭　医療法人スマイルクリエイト
　　　　　　　　　　　根城吉田歯科
・平成30年10月30日㈫　株式会社スズキ自販青森
・平成30年11月14日㈬　株式会社Birth47　葛巻町学習塾
・平成30年11月20日㈫　ニッポンレンタカー東北株式会社
・平成30年12月 7日㈬　東洋ワーク株式会社
・平成31年 2月15日㈮　有限会社栄光商会
・平成31年 2月15日㈮　太子食品工業株式会社
・平成31年 3月 5日㈬　合同就職説明会（大学 3年生対象）
　　　　　　　　　　　場所：八戸プラザホテル アーバンホール
　　　　　　　　　　　参加企業：47社

（15）　就職支援委員会課外講座
・公務員試験対策講座
開催日：平成30年 5月30日㈬～ 7月 6日㈮（全10回）
講　師：日本公務員学院

・教員採用試験対策講座
開催日：平成30年 6月 1日㈮～ 7月13日㈮（全10回）
講　師：日本公務員学院

・小論文文対策講座（看護学科対象）
開催日：平成30年 6月23日㈯・30日㈯・7月 7日㈯
　　　　（全 3回）
講　師：日本公務員学院

・社会福祉士国家試験対策講座
開催日：平成30年12月 1日㈯・ 2日㈰（ 2日間）
講　師：武山　梅乗氏

（16）　就職支援委員会就職合宿
開催日：平成31年 2月21日㈭～22日㈮
場　所：八戸シーガルビューホテル
対　象：大学 3年生

（17）　入試説明会の実施
〇平成30年度八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部説明会
〈八戸会場〉
実施日　平成30年 6月18日㈪
場　所　八戸プラザホテル
出席者　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教職員
参加者　23校（23名）

〈むつ会場〉
実施日　平成30年 6月21日㈭
場　所　むつ来さまい館
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出席者　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教職員
参加者　 3校（ 3名）

〈青森会場〉
実施日　平成30年 6月22日㈮
場　所　青森観光物産館アスパム
出席者　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教職員
参加者　 2校（ 2名）
〇その他説明会
〈校内説明会〉
・名久井農業高等学校（ヘキサ主催）
実施日　平成30年 6月 6日㈬
対象者　 3学年
出席者　主事　橘　　勇佑

・十和田西高等学校（ヘキサ主催）
実施日　平成30年 6月 7日㈭
対象者　 2 ・ 3学年
出席者　主任　坂野　仁志
　　　　主事　木下　勝貴

・八戸学院野辺地西高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成30年 6月13日㈬
対象者　 3学年
出席者　主任　坂野　仁志
　　　　主事　木下　勝貴

・五戸高等学校（ヘキサ主催）
実施日　平成30年 6月14日㈭
対象者　 3学年
出席者　幼児保育学科准教授　天摩　雅和

・青森明の星高等学校（JSコーポレーション主催）
実施日　平成30年 6月15日㈮
対象者　 1 ・ 2学年
出席者　看護学科助教　市川裕美子

・八戸学院野辺地西高等学校（JSコーポレーション主催）
実施日　平成30年 6月18日㈪
対象者　 1学年
出席者　看護学科助教　市川裕美子

・千葉学園高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成30年 6月21日㈭
対象者　 2 ・ 3学年
出席者　主任　畑中　孝太

・八戸学院野辺地西高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成30年 6月25日㈪
対象者　 1学年
出席者　人間健康学科准教授　浜中のり子
　　　　幼児保育学科准教授　天摩　雅和

・八戸工業大学第一高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
実施日　平成30年 6月27日㈬
対象者　 3学年
出席者　主事　橘　　勇佑

・大間高等学校（ライセンスアカデミー主催）
実施日　平成30年 6月29日㈮
対象者　 3学年
出席者　主事　橘　　勇佑

・六戸高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成30年 7月 6日㈮
対象者　 3学年

出席者　主事　木下　勝貴
・一関修紅高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成30年 7月17日㈫
対象者　 1 ・ 2 ・ 3学年
出席者　看護学科講師　大崎　瑞恵

・久慈東高等学校（JSコーポレーション主催）
実施日　平成30年 7月20日㈮
対象者　 1学年
出席者　看護学科助教　市川裕美子

・八戸学院光星高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成30年 9月11日㈫
対象者　 1学年
出席者　人間健康学科講師　工藤祐太郎
　　　　看護学科助教　　　市川裕美子
　　　　幼児保育学科　　　天摩　雅和

・八戸工業大学第一高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
実施日　平成30年 9月12日㈬
対象者　 1学年
出席者　幼児保育学科准教授　加藤　康子

・八戸学院野辺地西高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成30年 9月12日㈬
対象者　 2学年
出席者　幼児保育学科准教授　天摩　雅和

・青森工業学院高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成30年 9月18日㈫
対象者　 2学年
出席者　人間健康学科講師　工藤祐太郎

・八戸工業大学第一高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
実施日　平成30年10月10日㈬
対象者　 2学年
出席者　人間健康学科准教授　浜中のり子

・十和田西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
実施日　平成30年10月10日㈬
対象者　 1学年
出席者　幼児保育学科准教授　天摩　雅和

・青森商業高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
実施日　平成30年10月18日㈭
対象者　 1 ・ 2学年
出席者　人間健康学科講師　工藤祐太郎

・八戸学院野辺地西高等学校（ライセンスアカデミー主催）
実施日　平成30年10月22日㈪
対象者　 1学年
出席者　看護学科講師　　　　　　　　　坂本　保子
　　　　幼児保育学科准教授　　　　　　加藤　康子
　　　　八戸学院地域連携研究センター教授　赤羽　卓朗

・八戸聖ウルスラ高等学校（ライセンスアカデミー主催）
実施日　平成30年10月29日㈪
対象者　 2学年
出席者　幼児保育学科准教授　　　　　天摩　雅和
　　　　八戸学院光星高等学校専攻科　高橋　英成

・東奥学園高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
実施日　平成30年11月 8日㈭
対象者　 2学年
出席者　主事　橘　　勇佑

・鶴田高等学校（ライセンスアカデミー主催）
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実施日　平成30年11月 8日㈭
対象者　 1学年
出席者　主任　坂野　仁志

・三沢商業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
実施日　平成30年11月14日㈬
対象者　 1学年
出席者　主任　坂野　仁志

・能代松陽高等学校（ライセンスアカデミー主催）
実施日　平成30年11月15日㈭
対象者　 2学年
出席者　主事　橘　　勇佑

・八戸聖ウルスラ高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
実施日　平成30年11月26日㈪
対象者　 1学年
出席者　看護学科講師　大崎　瑞恵

・七戸高等学校（ライセンスアカデミー主催）
実施日　平成30年12月11日㈫
対象者　 1 ・ 2学年
出席者　幼児保育学科准教授　天摩　雅和
　　　　幼児保育学科講師　　佐貫　　巧

・三沢商業高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
実施日　平成30年12月12日㈬
対象者　 2学年
出席者　看護学科助手　清塚　智明

・八戸学院野辺地西高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
実施日　平成30年12月19日㈬
対象者　 2学年
出席者　地域経営学科講師　松井　克明

・向陵高等学校（ライセンスアカデミー主催）
実施日　平成31年 1月22日㈫
対象者　 1学年
出席者　幼児保育学科准教授　天摩　雅和

・八戸学院野辺地西高等学校（キッズ・コーポレーション主催）
実施日　平成31年 2月 4日㈪
対象者　 1学年
出席者　地域経営学科講師　　松井　克明
　　　　幼児保育学科准教授　天摩　雅和

・三本木農業高等学校（ライセンスアカデミー主催）
実施日　平成31年 2月 6日㈬
対象者　 2学年
出席者　地域経営学科講師　　松井　克明
　　　　幼児保育学科准教授　天摩　雅和

・八戸西高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成31年 2月15日㈮
対象者　 1 ・ 2学年
出席者　主任　坂野　仁志

・八戸学院野辺地西高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成31年 2月20日㈬
対象者　 2学年
出席者　八戸学院地域連携研究センター教授　赤羽　卓朗

・八戸商業高等学校（ヘキサ主催）
実施日　平成31年 2月25日㈪
対象者　 1学年
主席者　主任　畑中　孝太
　　　　主任　坂野　仁志

　　　　主事　木下　勝貴
・八戸学院光星高等学校（さんぽう主催）
実施日　平成31年 3月12日㈫
対象者　 2学年
出席者　幼児保育学科准教授　　　　　加藤　康子
　　　　八戸学院光星高等学校専攻科　高橋　英成
※その他、各地ホテルで行なわれた業者主催進学相談会に
は、40回出席

（18）　学校見学・体験授業・講演の実施
・実施日　平成30年 6月 8日㈮
　対　象　七戸高等学校（ 1学年44名）
　内　容　学部学科紹介、施設見学
・実施日　平成30年 7月 2日㈪～ 4日㈬
　対　象　八戸学院光星高等学校（ 3学年13名）
　内　容　校外実習（インターンシップ）
・実施日　平成30年 9月12日㈬
　対　象　大湊高等学校（ 1学年195名）
　内　容　施設見学、体験授業
・実施日　平成30年10月18日㈭
　対　象　大間高等学院（職員 2名）
　内　容　八戸学院大学の特色、学部学科紹介、入試制度、
　　　　　卒業生の就職状況
・実施日　平成30年12月10日㈪
　対　象　八戸学院野辺地西高等学校（1, 2学年78名）
　内　容　学部学科紹介、施設見学
・実施日　平成29年 9月13日㈬
　対　象　大湊高等学校（ 1学年179名）
　内　容　体験授業
・実施日　平成29年10月13日㈮
　対　象　田子高等学校（ 2学年 4名）
　内　容　学部学科紹介、体験授業、施設見学
・実施日　平成29年10月24日㈫
　対　象　風間浦中学校（ 1・ 3学年22名）
　内　容　学部学科紹介、体験授業
・実施日　平成29年12月11日㈪
　対　象　八戸学院野辺地西高等学校（ 1・ 2学年79名）
　内　容　学部学科紹介、施設見学

（19）　オープンキャンパス
・場　所　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部
　出席者　八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部教職員・

学生
○第 １回　実施日：平成30年 7月2１日㈯
　内　容：学部学科紹介、体験授業、施設見学、保護者向

けプログラム、学食体験
・講　師　地域経営学科教授　村本　　卓
　テーマ　安全・安心ネット利用のためのセキュリティ対策
・講　師　地域経営学科教授　B．グロスマン
　テーマ　ハチガク開発！英語版観光情報アプリ
　　　　　『Hachinohe Info』の紹介
・講　師　人間健康学科准教授　金地美知彦
　テーマ　人の心の不思議にせまる
・講　師　人間健康学科講師　小柳　達也
　テーマ　私たちの暮らしと福祉～社会福祉士という福祉
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専門職の存在～
・講　師　人間健康学科准教授　浜中のり子
　　　　　人間健康学科助教　　宮澤　君子
　テーマ　養護教諭の世界
・講　師　人間健康学科講師　工藤祐太郎
　テーマ　体育・スポーツ指導者になるためには
・講　師　看護学科准教授　小沢久美子
　　　　　看護学科助手　　久保　宣子
　テーマ　基礎看護学領域　シミュレーションで体の音を

聴いてみよう
・講　師　幼児保育学科講師　佐貫　　巧
　テーマ　作って・遊んでみよう
○第 2回　実施日：平成30年 9月22日㈯
　内　容：学部学科紹介、体験授業、入試対策講座（小論

文対策講座）、施設見学、保護者向けプログラ
ム、学食体験

・講　師　地域経営学科特任教授　玉樹真一郎
　テーマ　ゲームはなぜ面白いのか
・講　師　地域経営学科准教授　堤　　静子
　テーマ　消費者の心理と行動
・講　師　人間健康学科講師　工藤祐太郎
　テーマ　体育・スポーツ指導者として働くということ
・講　師　人間健康学科准教授　浜中のり子
　　　　　人間健康学科助教　　宮澤　君子
　テーマ　養護教諭への道
・講　師　人間健康学科講師　山本　雄大
　テーマ　性格検査をやってみよう
・講　師　人間健康学科講師　吉田　守美
　テーマ　社会福祉士になるためには
・講　師　看護学科教授　神郡　　博
　テーマ　精神看護学領域　心の健康問題と看護について

考える
・講　師　幼児保育学科教授　田端　利則
　テーマ　ピアノに触れてみよう
○第 3回　実施日：平成3１年 3月 9日㈯
　内　容：学部学科紹介、体験授業、施設見学、保護者向

けプログラム、学食体験
・講　師　地域経営学科助手　大沢　宥介
　テーマ　教員免許を取得して教員を目指そう！
・講　師　地域経営学科特任教授　玉樹真一郎
　テーマ　ゲームはなぜ面白いのか
・講　師　人間健康学科講師　小柳　達也
　テーマ　私たちの暮らしと福祉～社会福祉士という存在～
・講　師　人間健康学科准教授　浜中のり子
　　　　　人間健康学科助教　　宮澤　君子
　テーマ　養護教諭になるためには
・講　師　看護学科准教授　壬生　寿子
　　　　　看護学科助手　　日當ひとみ
　テーマ　在宅看護学領域　こんにちは！訪問看護です
・講　師　看護学科准教授　西村　美八
　　　　　看護学科講師　　田名部麻野
　　　　　看護学科助手　　古舘美喜子
　テーマ　公衆衛生看護学領域　保健師とは～どんな仕事

をするのかな？～
・講　師　幼児保育学科准教授　加藤　康子

　テーマ　子どもと楽しむおやつ作り
・講　師　八戸学院光星高等学校専攻科
　　　　　介護福祉科　教諭　岩舘亜沙美
　　　　　介護福祉科　教諭　髙橋　英成
　テーマ　未来を体験！ボディメカニクス

（20）　出張講義
・対　象　八戸学院野辺地西高等学校　 1学年
　実施日　平成30年 4月17日㈫
　場　所　八戸学院野辺地西高等学校
　講　師　看護学科教授　髙橋　雪子
・対　象　八戸工業大学第二高等学校　 3学年　メディカ

ルカレッジクラス
　実施日　平成30年 5月29日㈫
　場　所　八戸学院大学
　講　師　看護学科助手　久保　宣子
・対　象　八戸あおば高等学校　2, 3学年
　実施日　平成30年 7月 5日㈭
　場　所　八戸あおば高等学校
　講　師　幼児保育学科准教授　天摩　雅和
・対　象　八戸西高等学校　 3学年　スポーツ科学
　実施日　平成30年 7月 9日㈪
　場　所　八戸西高等学校
　講　師　人間健康学科講師　綿谷　貴志
・対　象　八戸北高等学校　 2学年
　実施日　平成30年 7月10日㈫
　場　所　八戸北高等学校
　講　師　八戸学院国際教育局局長　大谷　真樹
・対　象　八戸商業高等学校　財務会計Ⅱ選択者
　実施日　平成30年 8月 6日㈪～ 7日㈫
　場　所　八戸商業高等学校
　講　師　地域経営学科教授　田中　　哲
　　　　　地域経営学科講師　幸田威久矢
・対　象　百石高等学校　 2学年
　実施日　平成30年10月 2日㈫
　場　所　百石高等学校
　講　師　ライフデザイン学科学科長　茂木　典子
・対　象　八戸学院野辺地西高等学校　全学年
　実施日　平成29年10月13日㈫
　場　所　八戸学院野辺地西高等学校
　講　師　ビジネス学科准教授　高須　則行
・対　象　七戸高等学校　 1学年
　実施日　平成30年10月25日㈭
　場　所　七戸高等学校
　講　師　看護学科教授　髙橋　雪子
　実施日　平成29年11月 9日㈮
　場　所　八戸商業高等学校
　講　師　ライフデザイン学科教授　三浦　文恵
・対　象　由利工業高等学校　 1学年
　実施日　平成29年11月13日㈪
　場　所　由利工業高等学校
　講　師　看護学科学科長　髙橋　雪子
・対　象　三沢高等学校　 2学年
　実施日　平成30年 1月23日㈫
　場　所　三沢高等学校
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　講　師　ビジネス学科准教授　グレゴリー・アンソニー
・対　象　大館鳳鳴高等学校　 1 ・ 2学年
　実施日　平成30年 2月 6日㈫
　場　所　大館鳳鳴高等学校
　講　師　ビジネス学科教授　田中　　哲
・対　象　八戸西高等学校　スポーツ科学科全学年
　実施日　平成30年 2月 9日㈮
　場　所　八戸西高等学校
　講　師　人間健康学科助教　綿谷　貴志

（21）　国際交流支援委員会
・海外研修説明会
　日　時　平成30年 4月26日㈭　16：10～
　場　所　図書館チャペル
　参加者　学生55名
・八戸国際交流協会総会
　日　時　平成30年 5月23日㈬　16：30～
　出席者　バリー・グロスマン委員長（地域経営学科）
・TOEIC ip試験
　日　時　春学期　平成30年 7月27日㈮　16：10～18：40
　　　　　　　　　受検者41名
　　　　　秋学期　平成31年 1月26日㈮　16：10～18：40
　　　　　　　　　受験者20名
　場　所　 8号館833教室
・八戸国際交流フェスタへの参加
　日　時　平成30年 9月 9日㈰　13：00～16：00
　会　場　八戸ポータルミュージアム　はっち
　内　容　パネル展示
・三沢基地内プログラム（AAFES Shop Tour）
　日　時　平成31年 2月21日㈭　13：00～15：30
　参加者　学生 3名（大学 2 、短大 1 ）
　　　　　引率教職員　三浦　文恵（国際交流支援委員会）、
　　　　　　　　　　　岡沼真由美（教務学生課）
・JENNESYS日本国際協力センターの訪日団との交流
　日　時　平成31年 3月13日㈬　10：00～13：00
　場　所　八戸学院大学
　参加者　アメリカの大学生等25名、本学の学生19名（大
　　　　　学・短大）
　内　容　相互の大学についてプレゼンし、折り紙や習字
　　　　　の交流プログラムを実施
・CNE 1海外語学研修への参加
　研修地　フィリピン
　期　間　 1週間～ 4週間
　参加者　学生12名（大学 9名、短大 3名）
・EF海外語学研修の実施
　研修地　アメリカ（マイアミ）
　期　間　平成31年 2月17日㈰～ 3月 2日㈯
　参加者　学生 1名（大学 1名）

（22）　研究倫理委員会審査概要
〇第 1回委員会
　　（平成30年 7月11日㈬、平成30年 7月23日㈪開催）
　　…申請21件（承認 4件、条件付承認15件、申請取消 2件）
・「原発避難者・帰還者の動態と「共同性」の模索に関
する研究－双葉町と楢葉町を中心に（科学研究費基盤

（C））」（研究責任者；八戸学院大学　地域経営学部地域
経営学科　齋藤　綾美　准教授）
・「バスケットボール競技における試合中の運動強度に関
する研究」（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部
人間健康学科　渡邉　陵由　准教授）
・「複数の意味的連想関係がフォールスメモリ生成に与え
る影響」（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人
間健康学科　金地美知彦　准教授）
・「地域における高齢者の居場所に関する研究：社会福祉
法人白銀会「地域交流スペースそよ風」の実践から」（研
究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学科　
小柳　達也　講師）
・「三八五流通グループ従業員の季節変動における歩容・
身体活動量・体組成および体力の変化」（研究責任者；
八戸学院大学　健康医療学部人間健康学科　工藤祐太郎
　講師）
・「南部町転倒・寝たきり予防教室における体力測定」（研
究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人間健康学科　
工藤祐太郎　講師）
・「三八地域における中高年の健康および体力状況の把握
と健康・体力づくり施策への基礎資料作成」（研究責任者；
八戸学院大学　健康医療学部人間健康学科　工藤祐太郎
　講師）
・「地域密着型の健康寿命延伸のための介護予防と進展防
止事業－個別運動プログラムおよびダンス導入の効果の
検証－」（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部人
間健康学科　嶋崎　綾乃　助教）
・「青年期の性行動や性教育・性知識に関する実態調査」（研
究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　髙橋
　雪子　教授）
・「基礎看護学実習における看護学生のコミュニケーショ
ンスキルと対人不安に関する研究」（研究責任者；八戸
学院大学　健康医療学部看護学科　小沢久美子　准教
授）
・「看護基礎教育 1年次におけるシミュレーション教育プロ
グラムの学習効果－自己評価および学びレポート分析－」
（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　
下川原久子　講師）
・「女性スポーツ選手の月経困難症に対するスポーツアロ
ママッサージの効果」（研究責任者；八戸学院大学　健
康医療学部看護学科　佐藤真由美　講師）
・「看護大学生における臨地実習が心理的well-beingに及
ぼす影響（仮）」（研究責任者；健康医療学部看護学科　
坂本　弘子　助教）
・「看護学生の社会的スキル獲得状況に関連する生活体験
および自我状態（仮）」（研究責任者；八戸学院大学　健
康医療学部看護学科　坂本　弘子　助教）
・「勤労女性の女性特有の疾患に対する意識調査－女性の
ための健康セミナーを通して－」（研究責任者；八戸学
院大学　健康医療学部看護学科　坂本　弘子　助教）
・「母性看護学の演習および実習に関する学びの質的研究
～妊婦診察と新生児の沐浴に焦点をあてて～」（研究責
任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　藤邉　祐
子　助教）
・「基礎看護学実習Ⅱに向けたシミュレーション教育の評
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価－学内演習後の査察からみえる傾向と課題－」（研究
責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　久保　
宣子　助手）
・「幼児教育・保育 3法令改訂（定）の実際とその理解」（研
究責任者；八戸学院大学短期大学部　幼児保育学科　差
波　直樹　准教授）
・「幼児の体力・運動能力についての検討－八戸市の幼児
を対象に－」（研究責任者；八戸学院大学短期大学部　
幼児保育学科　本吉　　好　講師）
〇第 2回委員会
　（平成30年12月17日㈪開催）
…申請 6件（承認 2件、条件付承認 3件、審査中 1件）

・「外国人介護職員」に関する意識調査　－海外の高齢者
福祉施設で働く外国人介護職員のインタビュー調査から
みる地方における外国人介護職員導入の可能性－」（研
究責任者；健康医療学部人間健康学科　吉田　守実　准
教授）
・「フィリピンの高校生の海外に関する経験と国際協力活
動への関心と期待に関する調査」（研究責任者；八戸学
院大学　健康医療学部看護学科　山野内靖子　講師）

・「母性看護学実習におけるインシデント・アクシデント
防止に対する医療安全教育への検討　－母性看護学実習
記録から－」（研究責任者；八戸学院大学　健康医療学
部看護学科　坂本保子　講師）
・「仮）成人看護学実習における学生の学習経験の実態」（研
究責任者；八戸学院大学　健康医療学部看護学科　市川
裕美子　助教）
・「中国における看護系大学生の国際看護学に関する意識調
査　－日本の看護系大学生との比較－」（研究責任者；八戸
学院大学　健康医療学部看護学科　久保　宣子　助手）
・「女子ラグビー選手（女性アスリート）が過度なトレー
ニングによって起こる健康問題に対する大豆食品摂取に
よる予防効果の検証」（研究責任者；八戸学院大学　健
康医療学部人間健康学科　工藤祐太郎　講師）

（23）　ファカルティ・デベロップメント(FD)委員会学外会議
・FDネットワーク“つばさ”第21回FD協議会
　開催日：平成30年 5月26日㈯
　会　場：山形大学小白川キャンパス
　出席者：澤井　睦美
　　　　　（八戸学院大学短期大学部幼児保育学科　教授）
・第20回基盤教育ワークショップ
　開催日：平成30年 9月14日㈮
　会　場：山形大学小白川キャンパス
　出席者：佐藤　千恵子
　　　　　（健康医療学部人間健康学科　准教授）
・FDネットワーク“つばさ”第22回FD協議会
　開催日：平成31年 2月16日㈯
　会　場：山形大学小白川キャンパス
　出席者：加藤　康子
　　　　　（八戸学院大学短期大学部幼児保育学科　准教授）

（24）　ファカルティ・デベロップメント(FD)委員会その他
・平成30年度FD研修会
　テーマ：「育てたい学生像の言語化」

　開催日：平成30年12月21日㈮
　会　場：八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部総合実
　　　　習館　831教室
　出席者：大学・短大教員　72名
・授業評価アンケートの実施
《春学期前期》
　期　間：平成30年 7月 2日㈪～ 8月 1日㈬
　科目数：大学61科目実施，短大27科目
《秋学期後期》
　期　間：平成30年12月10日㈪～平成31年 2月 4日㈪
　科目数：大学24科目実施，短大25科目
・公開授業
　期　間：各学部学科第 2回目の講義～第14回目の講義
　　　　　※ 7月17日㈫～20日㈮は外部へも公開　　

（25）　研究推進委員会学外会議
・あおもりダイバーシティ研究環境推進ネットワーク
開催日：平成30年 6月 4日㈪　14：30～15：00
場　所：弘前大学創立50周年記念会館　 2階　会議室 2
出席者：安田　美央

（26）　研究推進委員会その他
・科学研究費申請サポート講習会
日　時：平成30年 9月28日㈮　16：20～
場　所：831教室

・研究倫理・コンプライアンス教育研修会
日　時：平成30年 1月25日㈮　16：20～17：20
場　所：831教室

（27）　平成30年度科学研究費申請サポート講習会
　　研究推進委員会の主催により、平成30年 9月28日㈮に
831講義室（総合実習館 3階）において以下の通り開催
された。

　　16：20～16：25　開会のあいさつ（研究推進委員長）
　　16：25～17：25　講演視聴
　　17：25～17：30　閉会のあいさつ（研究推進委員長）

（28）　平成30年度研究倫理・コンプライアンス教育研修会
　　研究推進委員会では、文部科学省が公表した「研究活
動における不正行為への対応等に関するガイドライン」
に則った研究倫理等に関する研修会を平成31年 1月25
日㈮に「研究倫理のマネジメント⑴」と題して、831講
義室（総合実習館 3階）で開催した。委員会の方針とし
て、全教員に対し「科学の健全な発展のために－誠実な
科学者の心得（日本学術振興会：通称Green Book）」の
通読・履修を義務付けており、当日欠席した教員を対象
に同年 3月13日㈬に開催した。

（29）　図書委員会学外会議
・第24回青森県高等教育機関図書館協議会総会
開催日：平成30年 8月30日㈭
会　場：青森公立大学
出席者：情報メディア課参事
　　　　図書館事務室長　　　織戸　　浩
　　　　情報メディア課主任　伊藤　　瞳
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・平成30年度青森県高等教育機関図書館協議会研修会
テーマ：「これからの大学図書館を考える」
講　師：加藤　信哉氏
　　　　（国際教養大学　中嶋記念図書館館長）
開催日：平成30年11月30日㈮
会　場：八戸工業大学　教養棟　大会議室
出席者：図書館長　　　　　　田中　　哲
　　　　情報メディア課参事
　　　　図書館事務室長　　　織戸　　浩
　　　　情報メディア課主任　伊藤　　瞳
　　　　　　　　　　同主事　奥谷　　綾

（30）　図書館休館について
　平成30年 4月 6日㈮　八戸学院大学・八戸学院大学短期
　　　　　　　　　　　大学部合同で執り行う
　　　　　　　　　　　「平成30年度 入学式」
　平成30年 4月18日㈬　創立記念日
　平成30年 8月10日㈮～ 8月17日㈮　夏季休業等
　平成30年 8月20日㈪～ 8月24日㈮　臨時休館期間（工事）
　平成30年12月28日㈮ ～ 平成31年 1月 4日㈮
　　　　　　　　　　　年末年始休業
　平成31年 1月18日㈮　大学入学者選抜大学入試センター
　　　　　　　　　　　試験準備
　平成31年 3月18日㈪　八戸学院大学・八戸学院大学短期
　　　　　　　　　　　大学部合同で執り行う
　　　　　　　　　　　「平成30年度 学位記授与式」
　平成31年 3月28日㈭・ 3月29日㈮　館内整備

（31）　大学入試センター試験実施委員会学外会議
・平成31年度大学入試センター試験地区別連絡会議
（平成30年度　第 1回）
日　時： 7月 3日㈫　14：00～15：00
場　所：青森県立保健大学　管理・図書館棟 2階　大会
　　　　議室
出席者：センター試験担当課長　　藤原　真史
　　　　センター試験担当係長　　早川　幸久
・平成31年度大学入学者選抜大学入試センター試験入試担
当者連絡協議会（第 1回）
日　時： 8月24日㈮　10：00～16：20
場　所：ホテルメトロポリタン山形
出席者：センター試験実施委員　　坂本　貴博
　　　　センター試験担当課長　　藤原　真史
　　　　センター試験担当係長　　早川　幸久

・平成31年度大学入試センター試験地区別連絡会議
（平成30年度　第 2回）
日　時：10月 4日㈭　11：00～12：00
場　所：弘前大学　総合教育棟 1階　共用会議室
出席者：センター試験担当課長　　藤原　真史
　　　　センター試験担当係長　　早川　幸久
・平成31年度大学入学者選抜大学入試センター試験入試担
当者連絡協議会（第 2回）
日　時：12月 4日㈫　13：00～16：20
場　所：仙台国際センター
出席者：センター試験実施委員　　田村　正文
　　　　センター試験担当課長　　藤原　真史

（32）　大学入試センター試験実施委員会その他
・平成31年度大学入試センター試験の実施
　平成31年度大学入学者選抜大学入試センター試験は、
平成31年 1月19日㈯・20日㈰ 2日間で実施された。本学
試験場では、八戸西高校、八戸東高校、八戸学院光星高
校の受験生が受験した。

・大学入学共通テスト試行調査（プレテスト）の実施
　平成30年11月10日㈯実施された。八戸北高校、八戸西
高校の受験生が受験した。

（33）　教職課程担当学外会議
・東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会2018年度総
会・春季大会  
　開催日：平成30年 5月12日㈯
　会　場：パレス宮城野
　主　催：東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会
　出席者：根城　隆幸（地域経営学部地域経営学科　教授）
・全国私立大学教職課程協会研究大会 第38回研究大会
　開催日：平成30年 5月19日㈯～ 5月20日㈰
　会　場：ホテルロイトン札幌／酪農学園大学
　主　催：一般社団法人全国私立大学教職課程協会
出席者：根城　隆幸（地域経営学部地域経営学科　教授）

・2018年度 教職課程運営に関する研究交流集会
　開催日：平成30年11月17日㈯
　会　場：東北学院大学
　主　催：一般社団法人全国私立大学教職課程協会
　出席者：根城　隆幸（地域経営学部地域経営学科　教授）

（34）　教養教育運営委員会学外会議
・第68回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会
　開催日：平成30年 8月23日㈭・24日㈮
　会　場：室蘭工業大学
　出席者：松井　克明（地域経営学部地域経営学科 講師）

（35）　自己点検評価委員会報告書の発行状況
〔大学〕
・平成30年10月
　平成29年度八戸学院大学自己点検評価書　発行
〔短期大学部〕
・平成30年 8月31日㈮
　平成29年度八戸学院大学短期大学部自己点検評価報告
書　発行

（36）　自己点検評価委員会機関別認証評価受審状況
〔大学〕
　・平成30年 3月 6日㈫　平成29年度大学機関別認証評価
　認定（適合）

（37）　自己点検評価委員会その他
〔大学〕
・平成31年 2月14日㈭
　平成30年度八戸学院大学自己点検評価書作成基準担当
者説明会実施

・平成31年 2月20日㈬
　平成30年度八戸学院大学自己点検評価書作成説明会実施
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〔短期大学部〕
・平成31年 2月21日㈭
　平成30年度自己点検評価書作成説明会実施

（38）　ＩＲ委員会学外会議
・青森県 3短期大学共同ＩＲ作業部会
　開催日　平成30年 5月31日㈭
　出席者：差波　直樹准教授（短期大学部）

（39）　学生委員会スポーツ戦績
◆硬式野球部
・平成30年度北東北大学野球春季リーグ戦

（ 4 /21～ 5 /26）準優勝
　　　　【本　　学】　 7 － 0　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　13－ 3　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　32－ 3　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 8 － 1　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 5 － 0　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　 8 － 1　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　 4 － 3　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 8 － 1　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 7　【富士大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 7　【富士大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 8　【富士大学】（プレーオフ）
・平成30年度北東北大学野球　新人戦（ 6 /23）
　　　　【本　　学】　 2 － 3　【富士大学】
・第13回東北地区大学野球選手権大会（ 6 /27～ 7 / 1 ）
　　　　【本　　学】　 5 － 0　【日本大学工学部】
　　　　【本　　学】　 7 － 1　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 4　【富士大学】
・平成30年度北東北大学野球秋季リーグ戦

（ 8 /25～10/ 2 ）
　　　　【本　　学】　 6 － 3　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　 6 － 2　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　 3 － 2　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 2　【青森大学】
　　　　【本　　学】　 5 － 9　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　 5 － 1　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　11－ 0　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 0　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 8 － 1　【富士大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 5　【富士大学】
・第10回東北地区大学野球代表決定戦（10/26～10/29）
　　　　【本　　学】　 3 － 4　【東日本国際大学】
・大館トーナメント大会（10/12～10/15）
　　　　【本　　学】　 7 － 0　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　 8 － 0　【ノースアジア大学】
　　　　【本　　学】　 6 － 9　【富士大学】

◆男子サッカー部
・平成30年度NHK杯第71回青森県サッカー選手権大会

（ 4 / 8 ～ 4 /22）
　　　　【本　　学】　 3 － 1　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　 7 － 0　【五戸サッカークラブ】
　　　　【本　　学】　 1 － 5　【ラインメール青森】

・平成30年度第47回青森県大学・高専サッカーリーグ
（ 4 /22～ 5 / 4 ）優勝

　　　　【本　　学】　 6 － 1　【北里大学獣医学部】
　　　　【本　　学】　 6 － 1　【八戸工業大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 0　【八戸工業高等専門学校】
　　　　【本　　学】　 2 － 0　【弘前大学医学部】
・第 7回インディペンデンスリーグ東北2018

（ 5 /13～10/28）
【八戸学院大学 2 nd】　 0 － 4　【仙台大学Ｂ 2 】
【八戸学院大学 2 nd】　 0 － 6　【仙台大学Ａ 2 】
【八戸学院大学 3 rd】　 1 － 0　【TohokuFC】
【八戸学院大学 2 nd】　 0 － 3　【富士大学U－22】
【八戸学院大学 2 nd】　 0 － 4　【仙台大学FC】
【八戸学院大学 3 rd】　 0 － 3　【仙台大学Ａ 2 】
【八戸学院大学 2 nd】　 1 － 3　【八戸学院大学 3 rd】
【八戸学院大学 2 nd】　 2 － 1　【TohokuFC】
【八戸学院大学 3 rd】　 2 － 2　【富士大学U－22】
【八戸学院大学 3 rd】　 0 － 3　【仙台大学Ｂ 2 】
【八戸学院大学 2 nd】　 0 － 4　【TGNEXTFC】
【八戸学院大学 3 rd】　 0 － 4　【TGNEXTFC】
【八戸学院大学 3 rd】　 0 － 4　【仙台大学FC】
【八戸学院大学 2 nd】　 1 －11　【富士大学U－22】
【八戸学院大学 2 nd】　 1 － 4　【仙台大学Ｂ 2 】
【八戸学院大学 3 rd】　 1 － 2　【TohokuFC】
【八戸学院大学 2 nd】　 2 － 5　【仙台大学Ａ 2 】
【八戸学院大学 3 rd】　 1 － 4　【八戸学院大学 2 nd】
【八戸学院大学 2 nd】　 1 － 1　【仙台大学FC】
【八戸学院大学 3 rd】　 0 － 3　【仙台大学Ａ 2 】
【八戸学院大学 2 nd】　 5 － 3　【TohokuFC】
【八戸学院大学 3 rd】　 3 －10　【TGNEXTFC】
【八戸学院大学 2 nd】　 0 － 5　【TGNEXTFC】
【八戸学院大学 3 rd】　 1 － 8　【仙台大学FC】
【八戸学院大学 2 nd】　 2 －10　【富士大学U－22】
【八戸学院大学 2 nd】　 0 － 5　【TGNEXTFC】
【八戸学院大学 3 rd】　 1 － 8　【仙台大学FC】
【八戸学院大学 2 nd】　 6位
【八戸学院大学 3 rd】　 8位
・2018年度東北地区大学サッカー 1部リーグ

（ 5 /13～10/28） 4位
　　　　【本　　学】　 1 － 1　【東北大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 1　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 3 － 1　【東日本国際大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 4  【仙台大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 3　【富士大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 3　【東北学院大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 0　【福島大学】
　　　　【本　　学】　 6 － 1　【福島大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 0　【東北大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 1　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 1　【東日本国際大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 7　【仙台大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 3　【富士大学】
　　　　【本　　学】　 4 － 2　【東北学院大学】
・東北地区大学体育大会　サッカーの部（ 6 / 1 ～ 6 / 3 ）
　　　　【本　　学】　 4 － 2　【青森大学】
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　　　　【本　　学】　 1 － 3　【富士大学】
・平成30年度第19回東北地区大学サッカー選手権大会兼第
42回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント東北
地区予選（ 6 /30）

　　　　【本　　学】　 0 － 0　【東北工業大学】
　　　　　　　　（PK 3－ 5）

◆女子サッカー部
・第25回青森県女子サッカー春季大会（ 5 /13～ 5 /20）
　　　　【本　　学】　 7 － 0　【BRAIDS七戸LFC】
　　　　【本　　学】　15－ 0　【七戸高校】
　　　　【本　　学】　 3 － 1　【SHRINE　L.F.C】
・北東北リーグ（ 7 /15～11/11）東北リーグ　優勝
　　　　【本　　学】　 6 － 2　【水沢ユナイテッドFCプリンセス】
　　　　【本　　学】　 5 － 0　【不来方高校】
　　　　【本　　学】　 1 － 1　【仙台大学】
　　　　　　　　（PK 5－ 4）
・第25回青森県女子サッカー秋季大会（ 8 / 4 ～ 9 / 9 ）
　　　　【本　　学】　10－ 0　【BLAUE WALD】
　　　　【本　　学】　16－ 0　【千葉学園高校】
　　　　【本　　学】　 4 － 1　【SHRINE　L.F.C】
・皇后杯東北大会　（ 9 /22）
　　　　【本　　学】　 1 －10　【常盤木学園高校】
・インカレ予選（ 9 /15～10/28）準優勝
　　　　【本　　学】　14－ 0　【山形大学】
　　　　【本　　学】　 2 － 1　【東北公益文科大学】
　　　　【本　　学】　 6 － 0　【福島県立医科大学】
　　　　【本　　学】　 0 － 1　【仙台大学】
・全日本大学女子サッカー選手権大会（12/24）
　　　　【本　　学】　 2 － 3　【追手門学院大学】

◆男子ラグビー部
・イーハトーブリーグ（ 5 /20）
　　　　【本　　学】　55－12　【スクラップス】　
　　　　【本　　学】　43－21　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　 5 －44　【北上矢巾ブレイズ】
・第69回東北地区大学総合体育大会　ラグビーの部

（ 6 /15～ 6 /17）優勝
　　　　【本　　学】　21－24　【東北大学】
　　　　【本　　学】　19－ 7　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　19－29　【東北学院大学】
　　　　【本　　学】　　VS 【国際教養大学】
　　　　【本　　学】　　VS 【東北大学】
　　　　【本　　学】　　VS 【岩手大学】優勝
・2018年度東北地区大学ラグビーリーグ（ 9 / 9 ～11/11）
　　　　【本　　学】　73－ 0　【弘前医学大学】
　　　　【本　　学】　51－ 0　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　21－33　【東北大学】
　　　　【本　　学】　83－ 0　【東北大学医学部】
　　　　【本　　学】　40－26　【東北学院大学】
　　　　【本　　学】　66－ 0　【岩手大学】
　　　　【本　　学】　42－47　【東北大学】

◆女子ラグビー部
・東北交流戦　慶応義塾大学対明治大学　前座試合（ 5 /20）

　　　【オール青森】　42－47　秋田・岩手・宮城合同チーム
　　　【オール青森】　49－ 0　福島県チーム
・15人制合宿・試合（ 6 / 2 ～ 6 / 3 ）
【東北高校生以上チーム】　29－27　東北高校生選抜
・東北女子ラグビーセブンス交流大会（10/14）
・OTOWAカップ　関東女子ラグビーフットボール大会

（12/ 8 ～12/ 9 )
　　　　【東北選抜】　46－10　フェニックス・ペガサス・
　　　　　　　　　　　　　　BRAVELOUVE合同
　　　　鈴木・山形はリザーブに選出され後半出場

◆男子バスケットボール部
・第 4回 3 × 3日本選手権青森予選会（ 4 / 7日）
　　　　【本　　学】　vs　【SOUL MATE他】　

全国大会出場決定
・青森県バスケットボール協会創立70周年記念
　2018年度青森県選抜チーム選手選考会（ 5 /19～ 5 /20）
　　　　【本 学 Ａ】　77－94　【ヒラカワクラブ】　　　
　　　　【本 学 Ｂ】　63－71　【青森クラブ】
・第39回北奥羽地区大学春季バスケットボール大会

（ 5 /25～ 5 /27）
　　　　【本　　学】 121－60　【秋田県立大学】
　　　　【本　　学】　64－107 【秋田大学】
・第 4回 3 × 3日本選手権大会（ 5 /25～ 5 /27）
　　　　【本　　学】　 9 －22　【CROSSOVER】
　　　　【本　　学】　 6 －21　【Team-s】
　　　　【本　　学】　11－22　【STAMPEDE YELLOW】
・第39回青森県大学バスケットボール大会

（ 6 / 9 ～ 6 /10） 4位
　　　　【本　　学】　69－66　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　68－71　【弘前大学】
　　　　【本　　学】　77－100 【青森中央学院大学】
・平成30年度　東北地区大学体育大会（ 6 /22～ 6 /24）
　　　　【本　　学】　83－67　【日本大学工学部】
　　　　【本　　学】　68－94　【東北学院大学】
・第42回東北大学バスケットボール新人大会（12/16）
　　　　【本　　学】 105－51　【岩手県立大学】
　　　　【本　　学】　57－91　【岩手大学】

◆女子バスケットボール部
・第 4回 3 × 3日本選手権青森予選会（ 4 / 7 ）
　　　　【本　　学】　vs　【ゴンザレス他】　

全国大会出場決定
・青森県バスケットボール協会創立70周年記念
　2018年度青森県選抜チーム選手選考会（ 5 /19～ 5 /20）

八戸学院大学A　準優勝
　　　　【本 学 Ｂ】　57－66　【弘前大学】
　　　　【本 学 Ａ】　84－66　【NEO】
　　　　【本 学 Ａ】　89－56　【SIG】
　　　　【本 学 Ａ】　65－82　【A-BITS】
・第39回北奥羽地区大学春季バスケットボール大会

（ 5 /25～ 5 /27）
　　　　【本　　学】　74－51　【青森中央学院大学】
　　　　【本　　学】　84－72　【富士大学】
　　　　【本　　学】　86－79　【岩手大学】
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・第 4回 3 × 3日本選手権大会（ 5 /25～ 5 /27）
　　　　【本　　学】　11－21　【SWAT】
　　　　【本　　学】　21－12　【FRAGRANCE】
　　　　【本　　学】　15－17　【LOCKER】
・第39回青森県大学バスケットボール大会

（ 6 / 9 ～ 6 /10）優勝
　　　　【本　　学】　86－74　【弘前大学】 勝利
　　　　【本　　学】　77－67　【青森中央学院大学】 勝利
・平成30年度東北地区大学体育大会（ 6 /22～24）
　　　　【本　　学】 143－42　【東北文教大学】
　　　　【本　　学】　64－88　【山形大学】
・第42回東北大学バスケットボール大会新人大会

（12/21～12/23）準優勝
　　　　【本　　学】 138－34　【東北福祉大学】
　　　　【本　　学】　82－69　【仙台大学】
　　　　【本　　学】　72－60　【東北学院大学】
　　　　【本　　学】　68－85　【福島大学】

◆陸上競技部
・第22回みちのく春季陸上一関大会（ 4 / 7 ～ 4 / 8 ）
池田　智也　男子100ｍ 決勝　11.36
池田　智也　男子200ｍ 決勝　24.1
三上　拓真　男子400ｍ 決勝　52.68
菊地　雄大　男子1500ｍ 決勝　4.36.84
吉本　雄登　男子走幅跳 決勝　 6 m34
松浦　光紗　女子200ｍ 決勝　28.86
澤里さつき　女子100ｍH 決勝　17.26
澤里さつき　女子走幅跳 決勝　 4 m84
松浦　光紗　女子やり投げ 決勝　27m59

・第56回南部地区陸上競技選手権大会（ 4 /21～ 4 /22）
三上　拓真　男子400ｍ 決勝　51.18 2位
粕谷　貴裕　一般男子円盤投（2.000） 決勝　30.41 2位
工藤菜々佳　女子走幅跳 決勝　5.04 2位
松橋明日香　女子三段跳 決勝　10.49 2位
前田野々香　女子走高跳 決勝　1.45 3位
奥口　遥史　男子100ｍ 決勝　11.33 4位
白井－奥口－成田－三上
　　　　　　男子 4 ×100ｍR 決勝　44.06 4位
森越　　空　女子200ｍ 決勝　27.45 4位
小泉　春菜　女子走幅跳 決勝　4.97 4位
赤石　倭人　男子400ｍ 決勝　54.19 5位
外川　　楓　女子100ｍ 決勝　13.37 5位
神　実季保　女子1500ｍ 決勝　5.13.55 5位
吉本　雄登　男子走幅跳 決勝　6.4 6位
外川　　楓　女子走幅跳 決勝　4.9 6位
掛端勇次郎　男子110ｍH（1.067） 決勝　16.12 優勝
古川　真人　男子400ｍH 決勝　56.56 優勝
古川－三上－大沢－赤石
　　　　　　男子 4 ×400ｍR 決勝　326.92 優勝
奥口　遥史　男子走幅跳 決勝　6.84 優勝
丸山　瀬奈　女子100ｍ 決勝　12.81 優勝
白川奈々恵　女子400ｍH 決勝　1.08.33 優勝
外川－森越空－丸山－森越裕
　　　　　　女子 4 ×100ｍR 決勝　50.82 優勝
豊川－森越裕－森越空－白川

　　　　　　女子 4 ×400ｍR 決勝　4.14.54 優勝
松橋明日香　女子走幅跳 決勝　5.13 優勝
小泉　春菜　女子三段跳 決勝　10.66 優勝
山本　光美　女子円盤投（1.000） 決勝　33.34 優勝

・県春季陸上競技選手権大会（ 5 / 4 ～ 5 / 6 ）
池田－奥口－白井－成田
　　　　　　男子 4 ×100ｍR 決勝　43"36 2位
古川－三上－掛端－大沢
　　　　　　男子 4 ×400ｍR 決勝　 3 '21"44 2位
粕谷　貴裕　一般男子円盤投（2.000） 決勝　30m66 2位
丸山　瀬奈　女子100ｍ 決勝　12"76 2位
松橋明日香　女子走幅跳 決勝　 5 m24 2位
山本　光美　女子円盤投（1.000） 決勝　34m15 2位
三上　拓真　男子400ｍ 決勝　50"55 3位
古川　真人　男子400ｍH 決勝　57"11 3位
松浦　光紗　女子100ｍH（0.838） 決勝　16"92 3位
外川－松浦－豊川－丸山
　　　　　　女子 4 ×100ｍR 決勝　49"76 3位
豊川－森越裕－森越空－白川
　　　　　　女子 4 ×400ｍR 決勝　 4 '08"65 3位
　工藤菜々佳　女子走幅跳 決勝　 5 m14 3位
　掛端勇次郎　男子110ｍH（1.067） 決勝　16"38 4位
　白川奈々恵　女子400ｍH 決勝　 1 '08"97 4位
　小泉　春菜　女子三段跳 決勝　10m24 4位
　磯邊　雄也　男子110ｍH（1.067） 決勝　16"68 5位
　掛端勇次郎　男子400ｍH 決勝　58"63 6位
　外川　　楓　女子走幅跳 決勝　 5 m02 6位
　小泉　春菜　女子走幅跳 決勝　 5 m00 7位
　澤里さつき　女子やり投（0.600） 決勝　29m07 7位
　森越　　空　女子200ｍ 決勝　28"37 8位
　森越　　裕　女子400ｍ 決勝　 1 '04"72 8位
　前田野々香　女子走高跳 決勝　 1 m45 8位
　磯邊　雄也　男子走高跳 決勝　 1 m80 9位
　吉本　雄登　男子走幅跳 決勝　 6 m29 9位
　澤里さつき　女子砲丸投（4.000） 決勝　 9 m43 9位
　松浦　光紗　女子走幅跳 決勝　 4 m63 12位
　小林　萌華　女子3000ｍ 決勝　12'00"22 25位
　奥口　遥史　男子走幅跳 決勝　 7 m07 優勝
　丸山　瀬奈　女子200ｍ 決勝　26"25 優勝
　松橋明日香　女子三段跳 決勝　10m96 優勝
・第71回東北学生陸上競技対抗選手権（ 5 /16～ 5 /19）
　松橋明日香　女子三段跳 決勝　11m11 4位
　奥口　遥史　男子走幅跳 決勝　 7 m19 5位
　縄巻　綾音　女子3000ｍSC 決勝　13:26.57 5位
　外川－松浦－豊川－丸山
　　　　　　　女子 4 ×100ｍR 決勝49.33 5位
　前田野々香　女子走高跳 決勝　 1 m45 5位
　松橋明日香　女子走幅跳 決勝　 5 m26 5位
　山本　光美　女子円盤投（1.000） 決勝　34m59 5位
　松浦　光紗　女子七種競技 決勝　3565点 5位
　大沢　地生　男子400ｍ 決勝　48.68 6位
　澤里さつき　女子七種競技 決勝　3374点 6位
　豊川－森越裕－角－白川
　　　　　　　女子 4 ×400ｍR 決勝　4.08.99 7位
　三上　拓真　男子400ｍ 決勝　49.39 8位
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　大沢－三上－赤石－古川
　　　　　　　男子 4 ×400ｍR 決勝　3.23.04 8位
　小泉　春菜　女子走幅跳 決勝　 4 m86 11位
　小泉　春菜　女子三段跳 決勝　10ｍ16 11位
　粕谷　貴裕　一般男子円盤投（2.000） 決勝　30m11 12位
　縄巻　綾音　女子1500ｍ 決勝　 5 :03.61 12位
　工藤菜々佳　女子走幅跳 決勝　 4 m72 14位
　神　実季保　女子1500ｍ 決勝　 5 :10.56 16位
　小林　萌華　女子1500ｍ 決勝　 5 :29.46 19位
・北日本インカレ（ 6 /29～ 7 / 2 ）
　奥口　遥史　男子走幅跳 決勝　 7 m22 5位
　粕谷　貴裕　男子円盤投 決勝　31m22 16位
　磯邉　雄也　男子十種競技 決勝　5653点 8位
　外川－丸山－豊川－松浦
　　　　　　　女子400ｍリレー 決勝　48.6 6位
　工藤菜々佳　女子走幅跳 決勝　 5 m07 12位
　小泉　春菜　女子走幅跳 決勝　 4 m69 19位
　山本　光美女子円盤投 決勝　34m99 5位
　松浦　光紗女子七種競技 決勝　3747点 6位
・第73回国体県選手選考会/第45回東北総体県選手選考会

（ 7 / 5 ～ 7 / 8 ）
　赤石－三上－奥口－大沢
　　　　　　　男子 4 ×400ｍR 決勝　 3 '19"57 優勝
　丸山　瀬奈　女子100ｍ 決勝　12"66 優勝
　丸山－角－森越－松浦
　　　　　　　女子 4 ×400ｍR 決勝　 4 '09"72 優勝
　磯邊　雄也　男子110ｍH（1.067） 決勝　17"22 8位
　吉本　雄登　男子走幅跳 決勝　 6 m42 8位
　松浦　光紗　女子100ｍH（0.838） 決勝　18"15 8位
　小泉　春菜　女子走幅跳 決勝　 4 m97 7位
　前田野々香　女子走高跳 決勝　 1 m45 6位
　外川　　楓　女子走幅跳 決勝　 4 m98 6位
　奥口　遥史　男子100ｍ 決勝　11"03 5位
　澤里さつき　女子100ｍH（0.838） 決勝　16"62 4位
　山本　光美　女子円盤投（1.000） 決勝　33m94 4位
　工藤菜々佳　女子走幅跳 決勝　 5 m18 3位
　三上　拓真　男子400ｍ 決勝　50"06 2位
　池田－奥口－白井－下山
　　　　　　　男子 4 ×100ｍR 決勝　41"67 2位
　奥口　遥史　男子走幅跳 決勝　 7 m18 2位
　丸山　瀬奈　女子200ｍ 決勝　26"03 2位
　外川－丸山－豊川－松浦
　　　　　　　女子 4 ×100ｍR 決勝　49"06 2位
　松橋明日香　女子走幅跳 決勝　 5 m36 2位
　松橋明日香　女子三段跳 決勝　10m98 2位
　澤里さつき　女子やり投（0.600） 決勝　24m04 12位
・青森県秋季選手権（ 9 /21～ 9 /23）
　奥口　遥史　男子100ｍ 決勝　10"84
　古川　真人　男子400ｍH 決勝　56"12
　池田－奥口－下山－三上
　　　　　　　男子 4 ×100ｍR 決勝　42"11
　奥口　遥史　男子走幅跳 決勝　 7 m07
　丸山　瀬奈　女子100ｍ 決勝　12"90
　外川－丸山－豊川－角
　　　　　　　女子 4 ×100ｍR 決勝　48"90

　外川　　楓　女子走幅跳 決勝　 5 m05
　山本　光美　女子円盤投（1.000） 決勝　34m62
　赤石　倭人　男子800ｍ 決勝　 2 '00"35
　磯邊　雄也　男子走高跳 決勝　 1 m75
　池田　智也　男子三段跳 決勝　13m52
　白川奈々恵　女子100ｍH（0.838） 決勝　16"47
　白川奈々恵　女子400ｍH 決勝　 1 '08"74
　角－松田－松浦－縄巻
　　　　　　　女子 4 ×400ｍR 決勝　 4 '07"60
　工藤菜々佳　女子走幅跳 決勝　 4 m95
　掛端－三上－菊地－成田
　　　　　　　男子 4 ×400ｍR 決勝　 3 '27"95
　粕谷　貴裕　一般男子円盤投（2.000） 決勝　31m37
　丸山　瀬奈　女子200ｍ 決勝　25"98
　澤里さつき　女子400ｍH 決勝　 1 '09"84
　豊川－澤里－森越－白川
　　　　　　　女子 4 ×400ｍR 決勝　 4 '11"17
　小泉　春菜　女子三段跳 決勝　10m58
　赤石　倭人　男子400ｍ 決勝　51"80
　菊地　雄大　男子800ｍ 決勝　 2 '01"27
　磯邊　雄也　男子110ｍH（1.067） 決勝　16"69
　三上　拓真　男子400ｍH 決勝　58"00
　縄巻　綾音　女子800ｍ 決勝　 2 '26"64
　小林　萌華　女子1500ｍ 決勝　 5 '07"02
　丸山－森越－小林－前田
　　　　　　　女子 4 ×400ｍR 決勝　 4 '16"74
　佐藤　友紀　男子400ｍH 決勝　58"83
　松田　瑠佳　女子400ｍ 決勝　 1 '01"98
　小林　萌華　女子800ｍ 決勝　 2 '27"16
　神　実季保　女子1500ｍ 決勝　 5 '11"67
　澤里さつき　女子100ｍH（0.838） 決勝　16"70
　前田野々香　女子走高跳 決勝　 1 m45
　小泉　春菜　女子走幅跳 決勝　 4 m75
　吉本　雄登　男子三段跳 決勝　12m01
　吉本　雄登　男子走幅跳 決勝　 6 m36
　澤里さつき　女子走幅跳 決勝　 4 m72
　松浦　光紗　女子やり投（0.600） 決勝　26m12
　松浦　光紗　女子走幅跳 決勝　 4 m63
・大学総体（ 9 /29～ 9 /30）
　奥口　遥史　男子100m 決勝　10.92 4位
　三上　拓真　男子400ｍ 決勝　50.58 8位
　古川　真人　男子400ｍH 決勝　56.95 6位
　磯部　雄也　男子走高跳 決勝　 1 ｍ75 12位
　奥口　遥史　男子走幅跳 決勝　 6 ｍ96 3位
　吉本　雄登　男子走幅跳 決勝　 6 ｍ18 22位
　粕谷　貴裕　一般男子円盤（2000） 決勝　29ｍ59 7位
　丸山　瀬奈　女子100ｍ 決勝　12.61 3位
　丸山　瀬奈　女子200ｍ 決勝　26.02 6位
　豊川佳奈子　女子400ｍ 決勝　1.01.34 8位
　小林　萌華　女子800ｍ 決勝　2.26.15 6位
　繩巻　綾音　女子1500ｍ 決勝　4.58.15 5位
　小林　萌華　女子1500ｍ 決勝　5.01.54 6位
　神　実季保　女子1500ｍ 決勝　5.02.92 7位
　白川奈々恵　女子100ｍH（0.838） 決勝　16.31 6位
　白川奈々恵　女子400ｍH 決勝　1.09.07 7位
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　外川－丸山ｰ豊川－角
　　　　　　　女子 4 ×100ｍR 決勝　49.01 4位
　工藤菜々佳　女子走幅跳 決勝　 5 ｍ05 3位
　外川　　楓　女子走幅跳 決勝　 4 ｍ99 4位
　小泉　春菜　女子三段跳 決勝　10ｍ29 6位
　山本　光美　女子円盤投（1,000） 決勝　35ｍ80 2位
　松浦　光紗　女子やり投（0,600） 決勝　26ｍ12 9位
・第47回東北学生陸上競技選手権大会集会場所

（10/12～10/14）
　大沢　地生　男子400ｍ 決勝　49.14 4位
　吉本　雄登　男子走幅飛 決勝　 6 ｍ07 23位
　池田　智也　男子三段飛 決勝　13ｍ48 11位
　粕谷　貴裕　一般男子円盤投 決勝　28ｍ67 11位
　磯邉　雄也　男子十種競技 決勝　5395点 2位
　丸山　瀬奈　女子200m 決勝　25.89 5位
　松田　瑠佳　女子400ｍ 決勝　1.01.25 8位
　小林　萌華　女子800ｍ 決勝　2.2422 5位
　神　実季保　女子1500ｍ 決勝　5.06.45 5位
　小林　萌華　女子1500ｍ 決勝　5.10.13 6位
　外川－丸山ｰ豊川－角
　　　　　　　女子 4 ×100ｍR 決勝　48.52 3位
　豊川－松田－森越空－角
　　　　　　　女子 4 ×400ｍR 決勝　4.02.70 3位
　前田野々香　女子走高跳 決勝　 1 m55 3位
　松橋明日香　女子走幅跳 決勝　 5 m15 6位
　小泉　春菜　女子走幅跳 決勝　 5 m07 7位
　工藤菜々佳　女子走幅跳 決勝　 5 m03 8位
　山本光美女　子円盤投（1.000） 決勝　35m65 3位
　澤里さつき　女子 7種競技 決勝　3684点 4位
　松浦　光紗　女子 7種競技 決勝　3606点 5位

◆自転車競技部
・第58回東日本学生選手権トラック自転車競技大会（ 5 / 6）
　伊藤　花歩　女子スプリント 優勝
　　　　　　　女子500ｍT.T 優勝
　　　　　　　女子チームスプリント 優勝
　山口　和也　男子ポイントレース 予選敗退
　大川　　剛　男子ケイリン 一回戦敗退
　渡部　勤夢　男子スクラッチ 予選敗退
　佐々木聖佳　女子500ｍT.T 4位
　　　　　　　女子IP 優勝
　　　　　　　女子チームスプリント 優勝
　菅原　朱音　女子スクラッチ 6位
　　　　　　　女子IP 4位
　　　　　　　女子チームスプリント 優勝
　小笠原一真　男子スクラッチ 予選敗退
　原田　萌花　女子スクラッチ 3位
　　　　　　　女子IP 5位
・第34回東日本学生選手権個人ロードレース大会（ 6 /10）
　佐々木聖佳　女子個人ロードレース DNF
　菅原　朱音　女子個人ロードレース 3位
　原田　萌花　女子個人ロードレース DNF
・第87回全日本自転車競技選手権大会ロード・レース（ 6 /22）
　菅原　朱音　女子U23ロードレース大会 4位
・第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会

（ 6 /30～ 7 / 1 ）
　菅原　朱音　女子インディヴィデュアル・パーシュート　 1位
　佐々木聖佳　女子インディヴィデュアル・パーシュート　 3位
　伊藤　花歩　500ｍT.T 6位
　原田　萌花　女子スクラッチ 9位
・文部科学大臣杯第74回全日本大学対抗選手権自転車競技
大会（ 8 /17～ 8 /19）
　伊藤　花歩　女子スプリント 5位
　伊藤　花歩　女子500mT.T 3位
　伊藤　花歩　女子チームスプリント 5位
　渡部　勤夢　男子 1 kmTT 36位
　佐々木聖佳　女子500mT.T 8位
　佐々木聖佳　女子チームスプリント 5位
　菅原　朱音　女子オムニアム 10位
　菅原　朱音　女子IP 2位
　菅原　朱音　女子チームスプリント 5位
　小笠原一真　男子 1 kmTT 35位
　原田　萌花　女子オムニアム DNF
・文部科学大臣杯 第74 回 全日本大学対抗選手権自転車競
技大会（ 8 /17～ 8 /19）
　菅原朱音　ロードレース 2位
　佐々木聖佳ロードレース DNF
・第53回全国都道府県対抗自転車競技大会（10/13～10/16）
　菅原　朱音　個人ロードレース 6位
　　　　　　　チームスプリント 8位
　　　　　　　ポイントレース 5位

◆アイスホッケー部
・平成30年度東北地区学生アイスホッケー秋季大会

（8 /18～ 8 /19）
・第19回大学アイスホッケー交流戦苫小牧大会（9 / 3～ 9 /10）
・インカレ予選（11/15～11/18）
・東奥日報社大会（12/16～12/22）
・日本学生選手権大会（12/23～12/28）

◆スピードスケート部
・ジャパンカップスピードスケート競技会第 1戦（10/19～10/21）
　鬼頭　琴音　500ｍ 40秒44　12位
　　　　　　　1000ｍ 1分21秒76　16位
　澤尻磨里英　1500ｍ 2分 5秒73　12位
　大岩未奈美　500ｍ 42秒23　34位
　　　　　　　1000ｍ 1分24秒63　39位
・2018明治北海道十勝オーバルスピードスケート競技会

（10/26～10/28）
　杉浦　美咲　500ｍ 42,186　12位
　　　　　 42,544　21位
 合計　84,730　18位
　　　　　　　1000ｍ 1,23,89　 8位
　前中　香澄　500ｍ 42,490　18位
 41,648　 8位
 合計　84,138　12位
　　　　　　　1000ｍ 1,23,49　 6位
・帯広の森スケート競技会（11/ 1 ～11/ 4 ）
　鬼頭　琴音　500ｍ 40,207　 7位
 40,167　 5位
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 合計　80,374　 5位
　　　　　　　1000ｍ 1,21,31　 8位
　澤尻磨里英　3000ｍ 4,25,25　 7位
              5000ｍ 7,37,42　 2位
　大岩未奈美　500ｍ 42,258　35位
 42,177　36位
 合計　84,007　29位
　　　　　　　1000ｍ 失格
　杉浦　美咲　500ｍ 42,258　35位
 41,893　30位
 合計　84,151　30位
　　　　　　　1000ｍ 1,23,33　21位
　前中　香澄　500ｍ 41,481　20位
 41,945　31位
 合計　83,426　24位
　　　　　　　1000ｍ 1,22,94　19位
・第38回全日本学生スピードスケート選手権大会

（11/23～11/25）
　澤尻磨里英　総合 175,001　 1位
　鬼頭　琴音　スプリント 167,060　 9位
　大岩未奈美　スプリント 169,840　17位
　杉浦　美咲　スプリント 170,780　21位
　前中　香澄　総合 137,227　15位
・2018/2019ジャパンカップスピードスケート競技会第 2戦

（11/30～12/ 2 ）
　鬼頭　琴音　500ｍ 40”65　10位
　澤尻磨里英　1500ｍ 2 ’08”76　 5位
　　　　　　　3000ｍ 4 ’26”37　 3位
　　　　　　　マススタートレース 60ポイント　 1位
 9 ’25”70　　　
　大岩未奈美　500ｍ 41”79　17位
　　　　　　　1000ｍ 1 ’24”35　20位
・2018/2019ジャパンカップスピードスケート競技会第 3戦

（12/ 6 ～12/ 9 ）
　鬼頭　琴音　500ｍ 40”57　 8位
　澤尻磨里英　1500ｍ 2 ’11”74　 9位
　　　　　　　3000ｍ 4 ’30”78　 4位
　　　　　　　マススタートレース 60ポイント　 1位
 10’07”22　　　
　大岩未奈美　500ｍ 42”37　23位
　　　　　　　1000ｍ 1 ’28”66　32位
・第48回東北スケート競技選手権大会（12/22～12/24）
　鬼頭　琴音　500ｍ 41”33CR　 1位
　　　　　　　1000ｍ 1 ’25”39　 3位
　澤尻磨里英　1500ｍ 2 ’10”32　CR　 1位
　大岩未奈美　500ｍ 41”78　 2位
　　　　　　　1000ｍ 1 ’24”28　 1位
　杉浦　美咲　500ｍ 42”05　 3位
　　　　　　　1500ｍ 2 ’20”93　 3位
　前中　香澄　1000ｍ 1 ’24”28　 1位
　　　　　　　1500ｍ 2 ’12”98　 2位
・第86回全日本スピードスケート選手権大会

（12/24～12/26）
　澤尻磨里英　500ｍ 41.76　10位
　　　　　　　3000ｍ 4.23.59　12位

　　　　　　　1500ｍ 2.05.05　11位
　　　　　　　5000ｍ 7.33.42　 8位
 総合　 8位
・第42回全日本スピードスケート選手権大会（12/28～12/30）
　鬼頭　琴音　 1日目500ｍ 40”02　17位
　　　　　　　　　　1000ｍ 1 ’21”82　25位
　　　　　　　 2日目500ｍ 39”94　16位
　　　　　　　　　　1000ｍ 1 ’22”92　26位
 総合　20位
・第91回日本学生氷上競技選手権大会スピードスケート

（ 1 /11～ 1 /14）
　鬼頭　琴音　500ｍ 40.06　　　 4位
　　　　　　　100ｍ 1 ：23.24　11位
　澤尻磨里英　3000ｍ 4 ：32.41　 8位
　　　　　　　1500ｍ 2 ：08.62　 7位
　大岩未奈美　500ｍ 41.92　　　17位
　　　　　　　1000ｍ 1 ：24.42　17位
　杉浦　美咲　500ｍ 42.17　　　19位
　　　　　　　1500ｍ 2 ：17.33　18位
　前中　香澄　1500ｍ 2 ：12.87　15位
　　　　　　　1000ｍ 1 ：23.43　13位
　前中・杉浦・大岩・鬼頭
　　　　　　　2000ｍリレー 2 ：45.21　 5位
　澤尻・前中・杉浦
　　　　　　　チームパシュート 3 ：28.62　 5位
　学校対抗得点　500ｍ11点　1000ｍ 2点　1500ｍ 6点
　　　　　　　　3000ｍ 5点　2000ｍリレー　 4点
　　　　　　　　チームパシュート　 4点
 合計　32点　順位　 6位
・JOCジュニアオリンピック第42回全日本ジュニアスピー
ドスケート選手権大会（ 1 /11～ 1 /14）
　大岩未奈美　500ｍ 42秒109　19位
　　　　　　　1000ｍ 1分23秒49　10位
・第45回青森県スプリントスピードスケート選手権大会

（ 1 /16～ 1 /17）
　鬼頭　琴音　00:40.79[040.790]⑴ 01:25.14[042.570]⑵ 168.130 1位
　　　　　　　00:41.07[041.070]⑴ 01:27.40[043.700]⑷
　澤尻磨里英　00:41.58[041.580]⑵ 01:23.83[041.915]⑴ 169.585 2位
　　　　　　　00:43.07[043.070]⑶ 01:26.04[043.020]⑴
　杉浦　美咲　00:42.79[042.790]⑶ 01:25.86[042.930]⑷ 171.895 3位
　　　　　　　00:42.66[042.660]⑵ 01:27.03[043.515]⑶
　前中　香澄　00:43.08[043.080]⑷ 01:25.34[042.670]⑶ 172.280 4位
　　　　　　　00:43.09[043.090]⑷ 01:26.88[043.440]⑵
・第74回国民体育大会冬季大会スケート競技会・アイス
ホッケー競技会（ 1 /31～ 2 / 3 ）
　鬼頭　琴音　500ｍ 41.62　 5位
　澤尻磨里英　1500ｍ 2 :10.66　 5位
　　　　　　　3000ｍ 4 :14.35　 2位
　大岩未奈美　500ｍ 42.25　 6位
　　　　　　　2000ｍリレー B決勝 02:46.3　 1位
 最終順位　 5位
・2018/2019ジャパンカップスピードスケート競技会第 4
戦（ 2 / 7 ～ 2 /10）
　澤尻磨里英　1500ｍ 2 ”12’35　 7位
　　　　　　　3000ｍ 4 ”36’57　 6位
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　　　　　　　マススタート 11”01’24　 1位
　鬼頭　琴音　500ｍ 41”54　 5位
　　　　　　　1000ｍ 1 ”27’68　13位
　大岩未奈美　500ｍ 43’17　11位
　　　　　　　1000ｍ 1 ”27’57　12位
・第47回北海道スプリントスケート選手権大会

（ 2 / 9 ～ 2 /11）
　杉浦　美咲　 1日目500ｍ 40”82　　　　　　　　
　　　　　　　　　　1000ｍ 1 ’22”53　　　　　　　　
　　　　　　　 2日目500ｍ 41"24　合計点 164,620
　　　　　　　　　　1000ｍ 1 ’22”59          　 4位
・第17回エアウェーブスピードスケート競技会

（ 2 /15～ 2 /17）
　鬼頭　琴音　500ｍ 39’99　 8位
　　　　　　　1000ｍ 1 "21'11　22位
　澤尻磨里英　1500ｍ 2 "06'01　23位
　　　　　　　3000ｍ 4 "24'66　12位
　大岩未奈美　500ｍ 40’50　11位
　　　　　　　1000ｍ 1 '19'90　10位
　杉浦　美咲　500ｍ 40’91　20位
　　　　　　　1000ｍ 1 ”22’19　27位
　前中　香澄　1000ｍ 1 "21'10　21位
　　　　　　　1500ｍ 2 "07'94　34位

◆ゴルフ部
・平成30年度関東学生ゴルフ連盟男子・女子 4月月例会

（ 4 /23～ 4 /26）
　暴風雨のため 8月31日に延期
・第53回東北アマチュアゴルフ選手権競技・青森県予選

（ 5 /10～ 5 /11）
藤原　　黎　83  96  スコア合計179　41位
田中　奎煕　78 102  スコア合計180　43位
中原　　陵　84  99  スコア合計183　51位
秋田将太朗　94  91  スコア合計185　52位

・第37回青森県ト―オーカップゴルフ大会（ 6 /11～ 6 /12）
　藤原　　黎　39  45  84  20位　飛び賞
　中原　　陵　42  43  85
　田中　奎煕　45  41  86
・第66回関東学生ゴルフ選手権予選会（ 6 /18～ 6 /22）
藤原　　黎　 1日目　122位　T　43　44　87
中原　　陵　 1日目　113位　T　40　40　80
田中　奎煕　 1日目　105位　T　40　44　84
藤原　　黎　 2日目　雨天中止
中原　　陵　 2日目　43　38　81　合計161
田中　奎煕　 2日目　雨天中止

・岩手県オープンゴルフトーナメント　アマ予選（ 7 /16）
秋田将太朗　38  41  79
中原　　陵　41  36  77
藤原　　黎　40  41  81

・平成30年度関東学生ゴルフ連盟男子 8月月例会（ 8 /24）
藤原　　黎　39  39  78  21位
秋田将太朗　43  44  87  51位

・第45回青森県アマチュアゴルフ選手権競技（ 8 /29～ 8 /30）
藤原　　黎　44  45  89  55位
藤原　　黎　46  44  90  54位

・平成30年度関東学生ゴルフ連盟男子 4月月例会振替
（ 8 /29～ 9 / 1 ）

田中　奎煕　40  38  78  20位
中原　　陵　40  41  81  28位

・平成30年度関東学生ゴルフ連盟男子10月月例会
（10/11～10/13）

田中　奎煕　43  38  81  38位
中原　　陵　41  41  82  43位

・青森県オープン（10/29～10/ 3 ）
田中　奎煕　37  44  81
藤原　　黎　41  43  84
秋田将太朗　46  42  88
岩間　勝己　47  46  93

◆軟式野球部
・東日本大会予選（ 9 /22～ 9 /24）
　　　　【本　　学】　 6 － 5　【秋田大学】
　　　　【本　　学】　 1 － 8　【八戸工業大学】

◆弓道部
・第57回東北学生弓道大会女子の部（ 4 /21）

◆スポーツクライミングサークル
・平成30年度国民体育大会東北総合体育大会青森県予選

（ 5 /13）

◆バレーボールサークル
・2018サンセットビーチあさむしビーチバレー大会

（ 9 / 2 ）
松林・高橋ペア　18－21　高山・薮谷ペア
松林・高橋ペア　17－21　百田・新田ペア
松林・高橋ペア　19－21　遠藤・小山内ペア
高橋・織笠ペア　12－21　板橋・山内ペア

（40）　主な文化活動
◆軽音楽部
・NANGO JAZZ CONNECT（ 5 /20）
・八大・工大主催　55（ 6 / 3 ）
・Viva Ao Vivo（ 6 /16）
・シーチキンズ企画（ 7 /15）
・八戸七夕祭（ 7 /16）

◆演劇部
・第 5回八戸市公民館特別企画演劇公演「我が内なるラ
ピュータ～前原寅吉の夢」（ 5 /25～ 5 /26）
・まぐねっと.comプロデュース「暴走ジュリエット」

（ 9 /15～ 9 /16）
・地域文化論講義内での「面接室」上演（10/10）
・なんごう小さな芸術祭
　中屋敷法仁演劇公演「くじらむら」（10/27～10/28）
・FANS「蟻～Tの選択～」（ 9 /28)
・第７回はちのへ演劇祭「水底の柩」（ 3 /15～ 3 /17）

◆キャリアサポート研究会
・基本研修（ 5 /13～ 8 /22）
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　 5月13日　コーチング、コミュニケーション、ファシリ
テーションの方法の学んだ

　 5月14日　TKJ法、RSB法、CBS法を学んだ
　 7月14日　基本研修　新規メンバーの能力向上のため

TKJ法、RSB法、CBS法を学んだ
　 8月22日　野辺地高校企画

◆障がい児（者）共生サークル　アミューズ♪
・フレンドパーク（ 5 /12～ 2 /19）
　 5月12日　新規の参加者もいたが楽しめた。
　 6月16日　無事に終了した
　 7月21日　無事に終了した
　 9月22日　無事に終了した
　10月 6日　無事に終了した
　11月10日　無事に終了した
　12月15日　無事に終了した
　 1月19日　無事に終了した
　 2月 9日　無事に終了した
・支援者セミナー（ 6 /29～10/26）
　 6月29日　セミナーの受付補助　無事終了した
　 7月20日　会場設営の準備　無事終了した
　 9月22日　無事終了した
　10月26日　会場設営、受付補助　無事終了した

◆Erath World
・病院へのタオル帽子の寄付（ 9 /14）
　八戸平和病院へ50枚、十和田市立中央病院へ70枚のタオ
ル帽子の寄付を行った。

（41）　庶務日誌摘録
○紀要編集委員会
　平成30年　 5月25日㈮　 7月13日㈮　10月26日㈮
            12月19日㈬
　平成31年　 2月 7日㈭
○地域連携研究センター運営委員会
　平成30年　 4月25日㈬　 5月23日㈬　 6月26日㈬
      7月25日㈬　 8月22日㈬　 9月26日㈬
 　10月24日㈬　11月28日㈬　12月19日㈬
　平成31年　 1月23日㈬　 2月27日㈬
〇入学者選抜委員会
　平成30年　 9月11日㈫　 9月26日㈬　10月15日㈪
　　　　　　11月20日㈫　11月27日㈫　12月11日㈫
　平成31年　 2月 6日㈬　 2月13日㈬　 2月19日㈫
〇入学試験運営委員会
　平成30年　 4月24日㈫　 5月22日㈫　 6月26日㈫
　　　　　　 7月24日㈫　 8月28日㈫　10月23日㈫
　　　　　　11月27日㈫　
　平成31年　 1月22日㈫　 2月26日㈫
〇リメディアル教育推進委員会
　平成30年　 6月28日㈭
〇学生委員会庶務日誌摘録
　平成30年　 4月 9日㈪　 5月 7日㈪　 6月 5日㈪
      7月 2日㈪　 9月 4日㈫　10月 2日㈫
            11月 5日㈪　12月 3日㈪
　平成31年　 1月 8日㈫　 2月 4日㈪　 3月 4日㈪

〇就職支援委員会
平成30年　 4月24日㈫　 6月 5日㈫　 7月 3日㈫
　　　　　 9月 4日㈫　10月 2日㈫　11月 6日㈫
　　　　　11月27日㈫　
平成31年　 2月 5日㈫　 2月26日㈫
〇広報委員会
平成30年　 4月 3日㈫　 5月 1日㈫　 6月 5日㈫
　　　　　 7月 3日㈫　 7月17日㈫　 9月 5日㈫
　　　　　10月30日㈫　11月27日㈫
平成31年　 1月29日㈫
〇ファカルティ・デベロップメント（FD）委員会
　平成30年　 4月27日㈮　 5月23日㈬　 6月27日㈬
      7月25日㈬　 9月26日㈬　10月24日㈬
          11月28日㈬
平成31年　 1月23日㈬　 2月27日㈬
○国際交流支援委員会
　平成30年　 4月25日㈬　 5月29日㈬　 7月10日㈫
　　　　　　10月 2日㈫　11月12日㈪　12月11日㈫
　平成31年　 2月 6日㈫
〇研究推進委員会録
平成30年　 5月 9日㈬　 6月13日㈬　 7月11日㈬
     9月12日㈬　12月 5日㈬
平成31年　 1月 9日㈬　 2月13日㈬
○図書委員会
　平成30年　 4月24日㈫　 7月20日㈫
〇大学入試センター試験実施委員会
平成30年　 9月14日㈮　10月12日㈮　11月15日㈭
          12月 4日㈮　12月18日㈫（監督者説明会）
平成31年　 1月 9日㈬　 2月 1日㈮

〇教職課程担当者会議
平成30年　 5月15日㈫　 6月27日㈬　 7月18日㈬
　　　　　10月26日㈮　12月 7日㈮
平成31年　 2月22日㈮
〇教養教育運営委員会
平成30年　 5月28日㈪　 6月25日㈪　 9月18日㈫
平成31年　 1月28日㈪　 2月25日㈪

○自己点検評価委員会
〔大学〕
　平成30年　 4月26日㈭　 5月21日㈪　 5月22日㈫
      5月24日㈭　 5月28日㈪　 6月15日㈮
　　　　　　 6月22日㈮　 6月28日㈭　 7月13日㈮
      7月20日㈮　 7月23日㈪　 7月24日㈫
　　　　　　 7月30日㈪　 9月14日㈮　11月19日㈪
　　　　　　12月10日㈪
　平成31年　 1月29日㈫
〔短期大学部〕
　平成30年　 4月20日㈮　 6月 1日㈮　 6月 8日㈮
      6月12日㈫　 6月25日㈪　 7月20日㈮
　平成31年　 2月 6日㈬

○ＩＲ委員会
　平成30年　 4月24日㈫　 7月31日㈫　 9月11日㈫
            11月13日㈫
　平成31年　 2月 5日㈫　 2月28日㈭
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大沢　宥介（おおさわ ゆうすけ）

1993（平成 5）年生まれ。青森県八戸市出身。日本大学国
際関係学部総合政策学科卒業、国立大学法人上越教育大学
大学院教科領域教育専攻修了。修士（教育学）。2018年４
月より八戸学院大学地域経営学部助手。専門分野は教育学。
主な業績は、「ゴルフスイングのバイオメカニクス的分析
によるスイング動作指導法の研究（2017）」、「教職課程に
おける教養教育実践演習－ゴルフ実技指導を例として－
（2018）」。社会活動として、八戸カントリークラブジュニ
ア教室を行っている。所属学会は、日本ゴルフ学会。

狩野　俊介（かのう しゅんすけ）

1982年（昭和57年）新潟県新潟市出身。岩手県立大学大学
院社会福祉学研究科博士前期課程修了。修士（社会福祉学）。
独立行政法人国立病院機構さいがた医療センター、岩手県
立杜陵学園などのソーシャルワーカーを経て、2018年 9月
から現職。専門分野は精神保健福祉。担当科目は、相談援
助の基盤、相談援助の理論と方法Ⅰ・Ⅱ、相談援助技術演
習Ⅲ・Ⅴ、研究演習など。主な業績は「精神障害者の地域
生活支援におけるクライシス・プランの有用性と活用に向
けた今日的課題（2017）」、「自閉症スペクトラムの児童生
徒におけるメタ認知トレーニングを応用したグループワー
クの有効性の検討（2018）」など。所属学会は、日本社会
福祉学会、日本精神保健福祉士協会、日本子ども虐待防止
学会。

大崎　瑞恵（おおさき みずえ）
青森県八戸市出身。山形大学医学部看護学科卒業、山形大
学大学院医学系研究科看護学専攻修了（看護学修士）。山
形大学医学部附属病院（看護師）、山形県立保健医療大学（教
員）、青森県立保健大学（教員）、福島県立医科大学（教員）
を経て、2018年 4月より現職。担当科目は、基礎演習、プ
レゼンテーション、高齢者看護援助論、高齢者看護学実習、
基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ。専門分野は老年看護やリハビリテー
ション看護における退院支援やチーム医療。主な業績は「地

域中核病院看護部の退院支援教育が病棟看護職の知識・行
動へ及ぼす影響（2009）」「退院支援における Interprofessional 
Workに求められるもの－回復期リハビリテーション病棟
の専門職の視点から－（2018）」。所属学会は、日本老年看
護学会、日本看護科学学会、日本看護研究学会、日本看護
管理学会、日本公衆衛生学会、日本保健医療福祉連携教育
学会、日本心不全学会など。

本吉　好（もとよし よしみ）
1985年（昭和60年）生まれ。茨城県神栖市出身。日本体育
大学大学院体育科学研究科体育科学専攻博士前期課程修
了。修士（体育科学）。専門は、健康・スポーツ科学。日
本体育大学、函館大谷短期大学などの勤務を経て現職。担
当科目は、体育実技、体育概論、幼児体育Ⅱ、ゼミナール
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳなど。主な業績は、「幼児の体力・運動能
力「走・跳・投」についての検討－函館圏と全国平均値の
比較－（2016）」、「就学前施設の違いが幼児の体力・運動
能力に与える影響－2015年度との比較から－（2017）」な
ど。所属学会は、日本体育学会、日本幼少児健康教育学会。

井上　丹（いのうえ あかし）
1983年青森県生まれ。北海道大学工学部土木工学科卒業、
北海道大学公共政策大学院修了。2008年株式会社リクルー
ト入社、10年間教育関係の営業職を務め、高校生向けキャ
リア教育の講師も担当。2018年より八戸学院地域連携研究
センター准教授。大学と地域企業・自治体等と協働して、
地域活性化事業を企画・運営。学生の地域定住促進に向け
た八戸エリア体験事業では自らワークショップ等の講師を
担当。また防災士として、八戸学院地域連携研究センター
BOSAI推進室室長を兼務し、地域の防災教育を推進、消
防団にも所属。所属学会は、社会貢献学会、自治体学会。
研究業績として、「八戸学院大学強化指定部所属学生のキャ
リアと居住地域に関する研究」「外国人観光による地域経
済活性化に向けて－中国人を対象とした調査から考察－」。
地元である青森市浅虫温泉のまちづくり協議会運営委員と
して観光地域づくりに携わる。

新　任　紹　介

地域経営学部　地域経営学科

健康医療学部　看護学科

八戸学院大学短期大学部　幼児保育学科

地域連携研究センター

◆本号は一部をのぞき平成30年 3 月 １ 日から平成3１年
2月28日までの記事を掲載しました。

健康医療学部　人間健康学科


